
187

矢作川研究　No.８：187～217，2004

準用河川太田川自然環境調査報告

－多自然型川づくりを用いた河川整備の評価－

要　　約

本報告は多自然型川づくりによる改修後の自然環境を把握し，その効果を生物の生息状況から検証した
ものである．調査は2000年度から2002年度まで3年間かけて行った．
太田川で多自然型川づくりを用いた効果として，ふる里的な景観が形成され日常に「川」という自然が

取り戻せたこと，水生生物に対する影響の回避，低減が図られたことなどが評価された．
今後の課題としては，より多様な生物の生息場を確保するには，法面の石積や河床に遊びの工夫が必要

であること，豊かな自然環境を保全するためには，地域の特性や地元住民の要望などを考慮した維持管理
手法を検討することなどがあげられた．また，より正確な河川整備の評価を行うには，改修前後で調査手
法を統一する必要性が指摘された．

The physical and biological monitoring after restoration of the Daita River

内田　朝子1)・洲崎　燈子1)・山本　敏哉1)・白金　晶子1)・藤井　泰雄2)

Asako UCHIDA, Toko SUZAKI, Toshiya YAMAMOTO, Akiko SHIRAGANE and Yasuo FUJII

豊田市南東部，徳川・松平氏の発祥の地を流れる準用
河川太田川では，ほ場整備事業に伴って谷あいの小川が
姿を変えつつある中で，日常の自然を確保しようと多自
然型川づくりを用いた河川整備事業が1990年度から1999

年度にかけて実施された．
本報告は改修後の自然環境を把握し，多自然型川づく

りによる効果を生物の生息状況および物理環境により検
証したものである．調査は2000年度から2002年度まで3

年間かけて行った．
2000年度は主として復元した生息場のタイプによって

はじめに

2002年度調査�

2000-2001年度調査�

2002年度調査�

図1 調査地．（国土地理院 1997 1:25,000 地形図　豊田南部 平成8年修正測量）
（国土地理院 1986 1:25,000 地形図　東大沼 昭和59年修正測量）
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生物の生息状況の違いを，2001年度は，様々な法面工法
が陸上植物と水生動物相にどのように影響したかを検証
した．2002年度は太田川の多自然型川づくりを用いた効
果を評価する目的で，太田川の本川である滝川や近傍の
仁王川の多自然型川づくり区間で水生動物相を調査し，
太田川の状況と比較検討した．各年度における調査場所
を図1に示した．総合考察では多自然型川づくりによる
効果と課題について述べた．本報告の構成は次のとおり
である．

1. 復元した生息場における生物の生息状況の比較
2. 工事後の生物相の回復状況の把握と法面工法の違い
による評価

3. 太田川の多自然型川づくりの評価
4. 総合考察

1-1 調査概要

太田川においては河川の様々な部分で多自然型川づく
りを用い工事が行われた．2000年度は多自然型川づくり
の効果を評価するにあたって，復元された生息場のタイ
プの違いに着目して，タイプ毎に生物の生息状況を調査
した．

1-2 調査場所と調査方法

1-2-1調査場所
調査場所は多自然型川づくりによって改修された区域

から4つの工法区を，対照区として在来の二面護岸区域
を1ヵ所選定し，計5ヶ所とした（図2，表1）．各地点の
調査区域は約30～50mとした．
各調査場所の概要を表1に示した．

1-2-2調査方法
調査項目は植物，水生動物（魚類・水生昆虫とそれ以

外の底生無脊椎動物（以下，底生動物とする））および
水質とし，春季（2000年4月28日，5月2日）と秋季
（2000年10月31日）に各1回，計2回行った．
各項目の調査方法は次のとおりである．

(1) 植物
調査地内に出現した全ての植物種を記録し，植生の概

況を把握した．また，地点間で種数の比較を行うため，
各調査地で最も出現種数が多くなるように5×5m2の方形
枠を3つ設置し，枠内に出現した全草本と1.3m未満の木
本の種名を記録した．優占種については高さも記録した．

図2 調査場所．

多自然型川づくり改修区域の上流部に位置する太田地区と茅原地区を結ぶ太田
橋の上下流域．二面コンクリート護岸が施されている．橋直下の上流に小さな
落差工が設けられている．魚道が設置されており，魚類の遡上，降下に支障は
ないものと推測される．河床全体に土砂が堆積し，ミゾソバその他の草本類が
密生している．�
天然の岩盤が露出し，地山がせまる渓流区間である．河道内に大石を配し固定
した場所である．流速は大きく，流れの方向は複雑である．水際の植物，河床
の礫，土砂の量は少ない．�

川幅は比較的広く本流の横に小さなワンドが設けられている．水量の小さい時
にはワンドと流路との繋がりが絶たれている．水際の植物相は豊かである．�
下流部の壱反田橋から下河内橋までの区間．川が大きく湾曲している区域で左
岸に水制工が施されている．水際に生育する植物が少ない．岸辺の石はコンク
リートで固定されている．�

下垣内橋から下流で水深に大きな変化がみられ，トロ場と平瀬が形成されて
いる．岸辺にはネコヤナギ，セキショウなどの根張りをする植物が生育し，
水面の一部を覆っている．またヨシも生育し良好な景観を形成している．�

表1　調査場所の概要．�

St.2（Fix Point）

St.1 （対照区）

St.3（ビオトープ）

St.4 （水制工）

St.5 （床止工）

調査場所� 概　　要�

1.復元した生息場における生物の生息状況
の比較（2000年度調査）
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(2) 水生動物
・魚類
調査用具は手網を用いた．一部にトラップ（セルビン）
をしかけた．採集時間は1地点あたり1人×30分とした．
・底生動物
各調査地点において1人×30分間の任意採集を行った．

網はD型ネット（網目内径約5mm）とタモ網（網目内径

約2mm）の2種類を用いた．
(3) 水質
調査は多自然型川づくり区間のSt.5と対照区St.1の2ヶ

所で行った．
水温，pH，電気伝導度，濁度，溶存酸素量をHORIBA

U-10により現地で測定した．BODはJIS K0102 21，全リ
ン（T-P）および全窒素（T-N）は吸光光度法を用いて室
内で分析を行った．

1-3 調査結果

(1) 植物
各調査地点の出現種を表2に，出現種数（生活型ごと

の値と合計値）を表3に示した．草本植物の生活型組成
は立地の生態的な安定性を反映していると考えられるの
で，在来草本については保育社の図鑑（北村・村田，
1994；北村ほか,1994，1998）に従い生活型を分類した．
しかし帰化草本は生態系のバランスの攪乱要因だと判断
し，帰化種として一律に評価した．5×5m2の方形枠の平
均出現種数を表4に示した．

写真1 St．1 対照区． 写真2 St．2 Fix point．

写真3 St．3 ビオトープ．

写真5 St．5 床止工．

写真4 St．4 水制工．
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表2　各調査地の出現種．�

学　名� 調　査　地　点�種　名�科　名�

シダ植物�
�
 �
種子植物�
　　被子植物�
　　　双子葉植物・離弁花類�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
　　　双子葉植物・合弁花類�

�
スギナ�
ヤブソテツ�
�
�
�
イヌコリヤナギ�
タチヤナギ�
イヌタデ�
ミゾソバ�
イタドリ�
スイバ�
イノコズチ�
オランダミミナグサ*�
ノミノフスマ�
ウシハコベ�
ハコベ�
キツネノボタン�
ナノハナ*�
ナズナ�
タネツケバナ�
オランダガラシ*�
ショカツサイ*�
ヘビイチゴ�
オヘビイチゴ�
ゲンゲ�
アレチヌスビトハギ*�
ツルマメ�
クズ�
アカツメクサ*�
シロツメクサ*�
スズメノエンドウ�
カラスノエンドウ�
カスマグサ�
アメリカフウロ*�
カタバミ�
アカメガシワ�
ミツバ�
ノチドメ�
セリ�
ヤブジラミ�
�
キランソウ�
カキドオシ�
ヒメオドリコソウ*�
ヤエムグラ�
ヘクソカズラ�
トキワハゼ�
タチイヌノフグリ*�
オオイヌノフグリ*�
ヨモギ�
コスモス*�
キバナコスモス*�
タチチチコグサ*�
コオニタビラコ�
コウゾリナ�
セイタカアワダチソウ*�
ヒメジョオン*�
ヒロハタンポポ�
ヤクシソウ�
オニタビラコ�

�
トクサ科�
オシダ科�
�
�
�
ヤナギ科�
�
タデ科�
�
�
�
ヒユ科�
ナデシコ科�
�
�
�
キンポウゲ科�
アブラナ科�
�
�
�
�
バラ科�
�
マメ科�
�
�
�
�
�
�
�
�
フウロソウ科�
カタバミ科�
トウダイグサ科�
セリ科�
�
�
�
�
シソ科�
�
�
アカネ科�
�
ゴマノハグサ科�
�
�
キク科�

Equisetum arvense
Cyrtomium fortunei

Salix integra
Salix subfragilis
Persicaria longisetum
Persicaria thunbergii
Reynoutria japonica
Rumex acetosa
Achyranthes bidentata var. japonica
Cerastium glomeratum
Stellaria alsine var. undulata
Stellaria aquatica
Stellaria media
Ranunculus silerifolius
Brassica rapa var. amplexicaulis
Capsella bursa-pastoris
Cardamine flexuosa
Nasturtium officinale
Orychophragmus violaceus
Duchesnea chrysantha
Potentilla sundica var. robusta
Astragalus sinicus
Desmodium paniculatum
Glycine max ssp. soja
Pueraria lobata
Trifolium pratense
Trifolium repens
Vicia hirsuta
Vicia sepium
Vicia tetrasperma
Geranium carolinianum
Oxalis corniculata
Mallotus japonicus
Cryptotaenia japonica
Hydrocotyle maritima
Oenanthe javanica
Torilis japonica

Ajuga decumbens
Glechoma hederacea var. grandis
Lamium purpureum
Galium spurium var. echinospermon
Paederia scandens
Mazus pumilus
Veronica arvensis
Veronica persica
Artemisia princeps
Cosmos bipinnatus
Cosmos sulphureus
Gnaphalium calviceps
Lapsana apogonoides
Picris hieracioides var. glabrescens
Solidago altissima
Stenactis annuus
Taraxacum longeappendiculatum
Youngia denticulata
Youngia japonica

ph
ph

dw
dw
ah
ah
ph
ph
ph
bh
ah
ah-ph
ah
ah
ah-bh
ah
ah
ph
bh
ph
ph
ah
ph
ah
ph
ph
ph
ah
ah
ah
ah
ph
dw
ph
ph
ph
ah

ph
ph
ah
ah
ph
ah
ah
bh
ph
bh
bh
ah-bh
ah
ah
ph
ah
ph
ah
ah

1

1
1

1
1
1

1
1
1
1
1
1
1
1
1

1

1
1

1

1

1
1

1

2

2

2

2
2
2

2

2

2

2
2

2

2

2
2

2

2

2
2

2
2
2
2

2
2

3
3

3

3
3
3
3
3

3

3

3

3

3

3

3

3
3

3

3

3
3

3

3
3

3

4

4

4

4
4
4

4
4

4

4
4
4
4

4
4

4
4
4
4

4
4
4

4

5

5
5

5

5

5

5

5

5

5

5

5
5
5
5
5
5

5
5

5
　　　単子葉植物� �

ヤブカンゾウ�
ヒガンバナ�
スズメノヤリ�
ツユクサ�
スズメノテッポウ�
ジュズダマ�
メヒシバ�
イヌビエ�
ニワホコリ�
オニウシノケグサ*�
オオトボシガラ�
ススキ�
チヂミザサ�
ヌカキビ�
オオクサキビ*�
ヨシ�
ツルヨシ�
キンエノコロ�
エノコログサ�
ヒメクグ�
ショウブ�
セキショウ�

�
ユリ科�
ヒガンバナ科�
イグサ科�
ツユクサ科�
イネ科�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
カヤツリグサ科�
サトイモ科�

dw、落葉木本；ah、一年生草本；bh、二年生草本；ph、多年生草本�
科名・種名の配列は原則として「植物目録」（環境庁，1987）に従った．種名の後に*のついているものは帰化植物であることを示す．�

Hemerocallis fulva var. kwanso
Lycoris radiata
Luzula capitata
Commelina communis
Alopecurus aequalis
Coix lacryma-jobi
Digitaria ciliaris
Echinochloa crus-galli
Eragrostis multicaulis
Festuca arundinacea
Festuca extremiorientalis
Mischanthus sinensis
Oplismenus undulatifolius var. japonicus
Panicum bisulcatum
Panicum dicotomiflorum
Phragmites australis
Phragmites japonica
Setaria pumilla
Sataria viridis
Cyperus brevifolius var. leiolepis
Acorus calamus
Acorus gramineus

ph
ph
ph
ah
ah
ph
ah
ah
ah
ph
ph
ph
ph
ah
ah
ph
ph
ah
ah
ph
ph
ph

1

1
1
1
1
1

1
1

1
1

1
1
1

1

2

2

3
3
3

3

3
3

3
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4
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4

4

4
4
4

4

5
5

5
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5
5
5

5



191

全調査地点の総出現種数は78種だった．うち帰化種
（全てが草本で，さまざまな生活型を含む）は18種，帰
化率は23.1%で，これまでに調査を行った矢作川の本流
及び支流における調査結果と比較し，やや高い値だった
（洲崎・中坪，1999；豊田市矢作川研究所，2000）．また，
一年生草本の割合が全出現種の44.9％（35種）と高いこ
とが特徴だった．
(2) 水生動物
採集された魚種およびその個体数を表5，表6に，確認

状況を表7にそれぞれ示した．春秋2回の調査で捕獲され
た魚類は3科9種であった．各調査地点ともカワムツとカ
ワヨシノボリが最も多くみられた．秋季調査でカワバタ
モロコが1個体採集された．秋季調査でタカハヤの捕獲
数が春季と比較して大きく増加していた．
底生動物では水生昆虫7目30科52種（表8）と，それ以

外の底生無脊椎動物は7目10科14種（表9）が確認された．
特筆すべき点として，2000年9月11日から12日にかけて
の東海豪雨の影響か秋の調査ではすべての地点において
種数，個体数ともに減少し，なかでもカゲロウ目と造網
型トビケラ以外のトビケラ目は全く確認出来なかった．

2回の調査を通して地点間を比較すると，確認種数お
よび捕獲個体数はSt.2とSt.4で少ない傾向にあった．対照
地点St.1とSt.3およびSt.5の間には大きな差はみられなか
った．St.2とSt.4では水際の植物が少なく，河床も固定さ
れていることが水生動物の生息環境にマイナスになって
いると推測される．
(3) 水質
春・秋季の両調査時における水質を表10に示した．全

窒素（T-N）の値が矢作川本流に比べ高かったが概ね良
好で，地点間の差異も認められなかった．

1-4 考察

(1) 植物
＜帰化草本と一年生草本の優占＞
各調査地点の帰化率を比較すると，St.1（対照区）と

St.2以外は20％を超えていた．多自然型川づくりの工事
が行われたSt.2からSt.5における帰化草本と一年生草本の
多さは，複数の調査地点に共通してみられた種からも確
認することができた．4地点のうち2地点以上で多く見ら
れた，もしくは3地点以上に出現していた種は15種だっ
たが，うち5種が帰化種（アカツメクサ，ヒメジョオン
など），5種が一年生草本（キンエノコロ，ミゾソバ，カ
ラスノエンドウなど），1種が一年生─多年生草本（イヌ
ハコベ）だった．
本研究所では1999年度に，太田川と同様矢作川の支流

である準用河川樫尾川の3地点で生物の調査を行った．
この樫尾川の植物調査で確認した出現種のうち，河道と
両岸に共通して出現した種のみを拾い出してデータを再
整理した．そしてそれを太田川の5地点の結果に加え，8

地点の調査地で落葉木本種，在来の多年生，一年生およ
び二年生草本種，帰化草本種の割合の相関を調べた．す
ると，落葉木本種の割合と在来の一年生および二年生草
本種の割合（図3），在来の多年生草本種の割合と在来の
一年生および二年生草本種の割合（図4）には明瞭な負
の相関があった．そして在来の一年生草本種の割合と二
年生草本種の割合（図5）には強い正の相関が，在来の
一年生草本種の割合と帰化草本種の割合（図6）には有
意な正の相関が見られた．以上の結果は，一年生草本と
二年生草本，帰化草本は生育立地が類似しており，遷移
が進行して多年生草本や落葉木本が増えると衰退してい
くことを示唆している．
帰化草本や一年生草本の優占は，多自然型川づくりの

行われた場所が，攪乱が多くて不安定な環境であること
を示唆している．このことには工事直後であることも影
響しているのかもしれないが，以下の二点が主な原因と
して考えられる．第一に，植物が定着できる場所が少な
いことがあげられる．堤防法面から河床に置かれた石が
固定されており，石と石の隙間が狭いため，定着しても
根が深くおろせない．また，河道内に堆砂地が少ない．
対照区のSt.1における調査結果から，二面護岸が施され
ていても，河道内に堆砂地があれば，その上にさまざま
な植物が定着できることが示された．第二に，調査地に
よっては過度の草刈りが影響している可能性がある．こ
れまでの調査結果から，本流の矢作川沿いのシバ草地で
は年に6回の草刈りが行われており，他の河畔の草地群
落と比べて帰化率が高く，種組成が単純であることが分
かっている（洲崎・中坪，1999）．
工事や工事後の管理に関して，上記の点を改善してい

くことが，川辺における自然度の高い（帰化率の低い）
植物群落の形成につながっていくと考えられる．
(2) 水生動物
小河川としては魚類の分布量は一般的な範疇に入る．

カワムツとカワヨシノボリの2種が優占しているのは，
工事前の調査結果と共通している．St.5で確認されたカ
ワバタモロコは流域に自然生息しているものか放流され
たものかは不明であるが，少なくとも本河川の調査範囲
内には，本来生息するような環境はないように思われる．
秋季におけるタカハヤの増加は，9月の洪水によって流
下した個体による可能性がある．
地点間の比較で採集個体数が少なかったSt.2とSt.4は，

準用河川太田川自然環境調査報告－多自然型川づくりを用いた河川整備の評価－
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表3　各調査地点の出現種数．�

St. 1科　名�

種　　名�

ギンブナ Carassius auratus langsdorfii
オイカワ Zacco platypus
カワムツ Zacco temminckii
アブラハヤ Phoxinus lagowskii steindachneri
タカハヤ Phoxinus oxycephalus jouyi
カマツカ Pseudogobio esocinus esocinus
ドジョウ Misgurnus anguillicaudatus
カワヨシノボリ Rhinogobius flumineus

合計個体数

合計種数

調査地点�

表5　春季魚類調査結果．�

0

17
1
3
1

15
7

37

(0.0)

(45.9)
(2.7)
(8.1)
(2.7)

(40.5)
(18.9)

St. 2

2

11
0
1
1

12
5

27

(7.4)

(40.7)
(0.0)
(3.7)
(3.7)

(44.4)
(18.5)

St. 3

2

12
1
2
1

14
7

32

(6.3)

(37.5)
(3.1)
(6.3)
(3.1)

(43.8)
(21.9)

St. 4

1

17
0
4
1

11
9

34

(2.9)

(50.0)
(0.0)

(11.8)
(2.9)

(32.4)
(26.5)

St. 5

1

11
0
2
1

13
6

28

(3.6)

(39.3)
(0.0)
(7.1)
(3.6)

(46.4)
(21.4)

全  体�

3

32
2
5
1

35
18

78

(3.8)

(41.0)
(2.6)
(6.4)
(1.3)

(44.9)
(23.1)

木本種�
　落葉�
草本種�
　在来・一年生�
　在来・一年生─二年生�
　在来・二年生�
　在来・一年生─多年生�
　在来・多年生�
　帰化�
　　　　合　計�

表4　各調査地点の25m2あたりの平均出現種数．�

St. 1

9.0
10.0

St. 1

0
0

65 (3)
0
3
0
3

120 (1)

191

4

St. 2

0
0

18
0
2
1
0

37

58

4

St. 3

0
1

47
1
2
0
0

50

101

5

St. 4

0
6

36
0
0
0
0

48

90

3

St. 5

1
1 (1)

54 (13)
2
1
0
3

21 (1)

83

7

合計�

1
8 (3)

220 (16)
3
8
1
6

276 (2)

523

8

St. 3

9.0
9.3

St. 4

10.0
6.0

St. 5

9.0
10.3

St. 2

9.0
4.0*

2000年4-5月
2000年10月

*調査枠は1枠のみ�

種　　名�

カワバタモロコ Hemigrammocypris rasborella
オイカワ Zacco platypus
カワムツ Zacco temminckii
アブラハヤ Phoxinus lagowskii steindachneri
タカハヤ Phoxinus oxycephalus jouyi
カマツカ Pseudogobio esocinus esocinus
ドジョウ Misgurnus anguillicaudatus
カワヨシノボリ Rhinogobius flumineus

合計個体数

合計種数

調査地点�

表6　秋季魚類調査結果．�

St. 1

0
2

>100
2

26
1
1

>100

>232

7

St. 2

0
2

50
0
0
0
0

30

82

3

St. 3

0
>100
>100

1
17
0
3

>100

>321

6

St. 4

0
1

12
0
1
0
1

19

34

5

St. 5

1
14
30
0
0
0
3

>100

>148

5

合計�

1
>119
>292

3
44
1
8

>349

>817

8

カッコ内はセルビンによる採集数�
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表7　魚類の確認状況．�

St. 1

春� 秋�
St. 2 St. 3 St. 4 St. 5

合計種数�

種　名�
調査地点�
調査時期�

�
�
�
○�
�
○�
�
○�
○�

�
�
○�
○�
○�
○�
○�
○�
○�

ギンブナ Carassius auratus langsdorfii

カワバタモロコ Hemigrammocypris rasborella

オイカワ Zacco platypus

カワムツ Zacco temminckii

アブラハヤ Phoxinus lagowskii steindachneri

タカハヤ Phoxinus oxycephalus jouyi

カマツカ Pseudogobio esocinus esocinus

ドジョウ Misgurnus anguillicaudatus

カワヨシノボリ Rhinogobius flumineus

4 7

7

春� 秋�
�
�
�
○�
�
○�
○�
�
○�

�
�
○�
○�
�
�
�
�
○�

4 3

5

春� 秋�
�
�
○�
○�
○�
○�
�
�
○�

�
�
○�
○�
○�
○�
�
○�
○�

5 6

6

春� 秋�
�
�
○�
○�
�
�
�
�
○�

�
�
○�
○�
�
○�
�
○�
○�

3 5

5

春� 秋�
○�
�
○�
○�
○�
○�
�
○�
○�

�
○�
○�
○�
�
�
�
○�
○�

7 5

8

図3　落葉木本種と一年生・二年生草本種の割合．� 図4　多年生草本種と一年生・二年生草本種の割合．�

図5　一年生草本種と二年生草本種の割合．� 図6　一年生草本種の割合と帰化率．�
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表8　水生昆虫の確認種．�

St. 1
調査地点�種　名�目（科）�

ｶｹﾞﾛｳ�
　ﾌﾀｵｶｹﾞﾛｳ�
�
　ｺｶｹﾞﾛｳ�
�
�
　ﾋﾄﾘｶﾞｶｹﾞﾛｳ�
　ｶﾜｶｹﾞﾛｳ�
　ﾓﾝｶｹﾞﾛｳ�
�
　ﾏﾀﾞﾗｶｹﾞﾛｳ�
�
�
ﾄﾝﾎﾞ�
　ﾓﾉｻｼﾄﾝﾎﾞ�
　ｶﾜﾄﾝﾎﾞ　�
�
�
　ｻﾅｴﾄﾝﾎﾞ�
�
�
　ｵﾆﾔﾝﾏ�
　ﾔﾝﾏ�
�
　ｴｿﾞﾄﾝﾎﾞ�
　ﾄﾝﾎﾞ�
�
�
ｶﾜｹﾞﾗ�
　ｶﾜｹﾞﾗ�
ｶﾒﾑｼ�
　ｱﾒﾝﾎﾞ�
�
�
　ﾀｲｺｳﾁ�
　ﾏﾂﾓﾑｼ�
ｺｳﾁｭｳ�
　ｶﾞﾑｼ�
　ﾋﾗﾀﾄﾞﾛﾑｼ�
　ﾋﾒﾄﾞﾛﾑｼ�
�
�
　ﾎﾀﾙ�
ﾊｴ�
　ｶﾞｶﾞﾝﾎﾞ�
�
�
　ﾌﾞﾕ�
　ﾕｽﾘｶ�
�
ﾄﾋﾞｹﾗ�
　ｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ�
�
　ﾋﾒﾄﾋﾞｹﾗ�
　ﾄﾋﾞｹﾗ�
　ﾆﾝｷﾞｮｳﾄﾋﾞｹﾗ�
　ｶｸﾂﾂﾄﾋﾞｹﾗ�
　ﾋｹﾞﾅｶﾞﾄﾋﾞｹﾗ�

�
ｵｵﾌﾀｵｶｹﾞﾛｳ　Siphlonurus binotatus�
ｵｵﾌﾀｵｶｹﾞﾛｳ属の1種　Siphlonurus sp.�
ﾌﾀﾊﾞｺｶｹﾞﾛｳ　Baetiella japonica�
ｺｶｹﾞﾛｳ属の1種　Baetis sp.�
ｺｶｹﾞﾛｳ属類　Baetis spp.�
ﾁﾗｶｹﾞﾛｳ　Isonychia japonica
ｷｲﾛｶﾜｶｹﾞﾛｳ　Potamanthodes formosus
ﾌﾀｽｼﾞﾓﾝｶｹﾞﾛｳ　Ephemera japonica
ﾓﾝｶｹﾞﾛｳ　Ephemera strigata
ｸﾛﾏﾀﾞﾗｶｹﾞﾛｳ　Cincticostella nigra
ｵｵﾏﾀﾞﾗｶｹﾞﾛｳ　Drunella basalis
ｴﾗﾌﾞﾀﾏﾀﾞﾗｶｹﾞﾛｳ　Torleya japonica

ﾓﾉｻｼﾄﾝﾎﾞ　Copera annulata
ﾊｸﾞﾛﾄﾝﾎﾞ　Calopteryx atrata
ｶﾜﾄﾝﾎﾞ属の1種　Mnais sp.�
ｶﾜﾄﾝﾎﾞ属類　Mnais spp.�
ﾔﾏｻﾅｴ　Asiagomphus melaenops
ｵﾅｶﾞｻﾅｴ　Onychogomphus viridicosta
ｺｵﾆﾔﾝﾏ　Sieboldius albardae
ｵﾆﾔﾝﾏ　Anotogaster sieboldii
ﾏﾙﾀﾝﾔﾝﾏ　Anaciaeschna martini
ｸﾛｽｼﾞｷﾞﾝﾔﾝﾏ　Anax nigrofasciatus nigrofasciatus
ｺﾔﾏﾄﾝﾎﾞ　Macromia amphigena amohigena
ｼｵｶﾗﾄﾝﾎﾞ　Orthetrum albistylum speciosum
ｵｵｼｵｶﾗﾄﾝﾎﾞ　Orthetrum triangulare melania
ｺｼｱｷﾄﾝﾎﾞ　Pseudothemis zonata
�
ﾌﾀﾂﾒｶﾜｹﾞﾗ属の1種　Neoperla sp.�
�
ｱﾒﾝﾎﾞ　Aquarius paludum japonica
ｺｾｱｶｱﾒﾝﾎﾞ　Gerris gracilicornis
ﾋﾒｱﾒﾝﾎﾞ　Gerris latiabdominis
ﾀｲｺｳﾁ　Laccotrephes japonensis
ﾏﾂﾓﾑｼ　Notonecta triguttata
�
ｶﾞﾑｼ科の1種　Hydrophilidae gen. sp.
ﾏﾙﾋﾗﾀﾄﾞﾛﾑｼ属の1種　Eubrianax sp.
ｲﾌﾞｼｱｼﾅｶﾞﾄﾞﾛﾑｼ　Stenelmis nipponica
ﾋﾒﾄﾞﾛﾑｼ科の1種　Elmidae gen. sp.
ﾋﾒﾄﾞﾛﾑｼ科類　Elmidae gen. spp.
ｹﾞﾝｼﾞﾎﾞﾀﾙ　Luciora cruciata
�
ｳｽﾊﾞｶﾞｶﾞﾝﾎﾞ属類　Antocha spp.
ｶﾞｶﾞﾝﾎﾞ属の1種　Tipula sp.
ｶﾞｶﾞﾝﾎﾞ属類　Tipula spp.
ﾌﾞﾕ科の1種　Simuliidae gen. sp.
ﾕｽﾘｶ科の1種　Chironomidae gen. sp.�
ﾕｽﾘｶ科類　Chironomidae gen. spp.
�
ﾅﾐｺｶﾞﾀｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ　Cheumatopsyche infascia
ｳﾙﾏｰｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ　Hydropsyche orientalis
ﾋﾒﾄﾋﾞｹﾗ属の1種　Hydroptila sp.�
ﾑﾗｻｷﾄﾋﾞｹﾗ　Eubasilissa regina
ﾆﾝｷﾞｮｳﾄﾋﾞｹﾗ　Goera japonica
ｺｶｸﾂﾂﾄﾋﾞｹﾗ属の1種　Goerodes sp.�
ｾﾄﾄﾋﾞｹﾗ属の1種　Setodes sp.�
ｾﾝｶｲﾄﾋﾞｹﾗ属の1種　Triaenodes sp.

�
�
�
�
�
○�
◎�
�
�
�
○�
�
○�
�
�
◎�
�
�
○�
○�
○�
○�
�
�
○�
�
�
�
�
○�
�
○�
�
�
�
�
�
�
○�
○�
○�
�
○�
�
○�
�
○�
○�
�
�
�
○�
○�
�
○�
○�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
○�
◎�
�
○�
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�
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○�
�
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�
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�
�
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�
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�
�
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�
�
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�
�
�
�
○�

＊種名および種の配列は川合禎次編（1985）および財団法人リバーフロント整備センター編（1995）に従った．
＊参考として10個体未満は○10個体以上は◎で示した．

春� 秋�

23 11
26

St. 2

�
�
�
◎�
○�
�
�
�
○�
○�
�
�
○�
�
○�
○�
�
�
�
�
�
○�
○�
�
○�
�
�
�
�
�
�
�
�
○�
�
�
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�
�
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�
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春� 秋�

13 4
16

St. 3

�
�
�
�
○�
�
○�
○�
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�
�
�
○�
�
�
◎�
○�
�
○�
○�
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�
�
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�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
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�
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�
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�
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�
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�
�
�
�
�
�
�
�
○�
�
�
�
○�
�
○�
○�
�
○�
�
�
�
○�
�
�
�
�
�
�
○�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
○�
○�

春�

�
○�
○�
�
○�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
◎�
○�
�
�
�
�
○�
○�
�
�
○�
○�
○�
�
�
�
�
�
○�
�
�
○�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
○�
�
�
○�
�
�
�
�
�
�
�
○�

春�
流水域�止水域�

秋�

15 15 9
29

St. 4

�
�
�
◎�
�
○�
�
�
�
○�
�
○�
○�
�
�
○�
�
�
�
�
○�
○�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
○�
�
�
�
�
�
�
○�
�
�
�
�
�
�
�
○�
�
�
○�
○�
○�
�
�
�
○�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
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�
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�
�
�
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�
�
�
�
�
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�
�
�
�
�
�
�
�
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�
�
�
�
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�
�
�
�
◎�
○�

春� 秋�

15 5
19

St. 5

�
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�
�
�
�
�
�
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�
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�
�
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�
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�
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�
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�
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�
�
�
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�
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�
�
�
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�
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○�
�
�
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�
�
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�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
○�
�
�
�
�
◎�
○�

春� 秋�

20 5
217目30科 合計種数�52種�

表9　水生昆虫以外の底生無脊椎動物確認種．�

St. 1
調査地点�種　名�目（科）�

ｴﾋﾞ�
　ｻﾜｶﾞﾆ�
ﾆﾅ�
　ｶﾜﾆﾅ�
　ﾋﾗﾏｷｶﾞｲ�
ﾓﾉｱﾗｶﾞｲ�
　ﾓﾉｱﾗｶﾞｲ�
　ｻｶﾏｷｶﾞｲ�
ﾏﾙｽﾀﾞﾚｶﾞｲ�
　ｼｼﾞﾐ�
ｲﾄﾐﾐｽﾞ�
　ｲﾄﾐﾐｽﾞ�
ｳｵﾋﾞﾙ�
　ｸﾞﾛｼﾌｫﾆ�
�
咽姪�
　ｲｼﾋﾞﾙ�
�
�
�
ﾜﾗｼﾞﾑｼ�
　ﾐｽﾞﾑｼ�

ｻﾜｶﾞﾆ　Geothelphusa debaani

ｶﾜﾆﾅ　Semisulcospira viridis
ﾋﾗﾏｷｶﾞｲﾓﾄﾞｷ　Polypylis hemisphaerula

ﾋﾒﾓﾉｱﾗｶﾞｲ　Austropeplea viridis
ｻｶﾏｷｶﾞｲ　Physa acuta

ﾏｼｼﾞﾐ　Corbicula leana

ｲﾄﾐﾐｽﾞ科の1種　Tubificidae gen. sp.

ﾊﾊﾞﾋﾛﾋﾞﾙ　Glossiphonia lata
ｸﾞﾛｼﾌｫﾆ科類　Glossiphonidae gen. spp.
�
ｼﾏｲｼﾋﾞﾙ　Erpobdella lineata
ﾅﾐｲｼﾋﾞﾙ　Erpobdella octoculata
ｲｼﾋﾞﾙ科の1種　Erpobdellidae gen. sp.
ｲｼﾋﾞﾙ科類　Erpobdellidae gen. spp.

ﾐｽﾞﾑｼ　Asellus hirgendorfii

○

○
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表10　水質調査結果．�

調査日
地点

時刻
水温 (℃)
pH
電気伝導率 (μS/cm)
濁度 (度)
DO (mg/l)
BOD (mg/l)
T-P (mg/l)
T-N (mg/l)

2000.4.28
St.1
対照区

14:35
17.6
6.93

93
7

7.18
1.3

0.040
0.827

2000.4.28
St.5
施工区

14:20
18.9
7.63

95
7

7.58
0.9

0.052
0.785

2000.10.31
St.1
対照区

12:30
15.5
7.41
101

8
10.02

0.4
0.039
0.936

2000.10.31
St.5
施工区

12:50
16.2
7.78
109

6
10.74

0.3
0.039
0.920

全体に石とコンクリートを主体とした工法が用いられて
いて水辺に生育する植物の量が少なかった．このような
構造では，水生昆虫や魚類が好んで生息する環境を形成
するのは困難であろう．水生昆虫や魚類を増やすことを
試みるのであれば，植物を多用することが必要である．
護岸にヤナギ類やツルヨシなどを植栽，あるいはそれら
が生育しやすい水際をつくるのも一つの方法だろう．反
対にSt.3や対照区のSt.1で確認種数および個体数が多かっ
たのは，河床が固定されていないため，多様な生息空間
が存在していると推測される．St.1は二面コンクリート
護岸ではあるものの，護岸して時間が経っているために
河道内に砂が堆積し，川も蛇行して砂の堆積した上には
植物が繁茂していた．St.3では止水的な環境がプラスさ
れていた．これらが比較的多くの水生動物の生息を可能
にしていると考えられる．

なお，9月の東海豪雨による出水をはさみ2回の調査を
行なったが，採集される魚類の個体数に大きな減少はみ
られなかった．出水による魚類への影響は全体として小
さかったと考えられる．一方，豪雨後の底生動物の確認
状況は貧弱であったことから，移動能力の小さい底生動
物への影響は大きかったといえる．
図7に各地点で確認された水生昆虫の種数と各種の生

活形を6つに分けて（遊泳型，掘潜型，匍匐型，携巣型，
造網型，固着型）示した．この結果から，移動力の小さ
い底生動物にとって河床構造が複雑であることが多様な
生息空間を生み出し，底生動物の多様性に大きく関与し
ていると考えられる．
(3) 水質
調査地点全域に水田が見られたが，今回の調査は耕作

時期から外れていた．今後の課題として、耕作期の水質
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図7　調査地点別の水生昆虫の種数およびその生活形．�
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を把握する必要があると考えられる．

1-5 まとめ

2000年度の調査は「多自然型川づくり」による改修後，
あまり時間が経っていなことや2000年9月の豪雨によっ
て大きな攪乱が起きたため，水辺の生物が十分定着でき
ていない時期に実施したとみなされる．しかし，2回の
現地調査の結果からみると魚類相，底生動物相はSt.1

（対照区）やSt.3（ビオトープ）で良好であった．St.1は
両岸がコンクリートで護岸されているものの，河道内に
は土砂が堆積しその上には植物が生育し，流速や水深に
変化がみられた．St.3は施工区の中で川幅が広く本流の
横に止水域が存在していた．これらの地点では水生生物
の生息環境が多様であることが生物相にも反映していた
と考えられる．一方，St.2やSt.4で魚類や底生動物の確認
種数や個体数が少なく貧弱な生物相を示した背景には，
河床が固定されて遊びの部分が少ないこと，それに伴っ
て植物の生育が貧弱であることが指摘された．
今後，施工区においても時間の経過とともに生物が定

着していくであろう．モニタリング調査を重ねることに
よって多自然型川づくりの効果が検証できると思われ
る．また，それとともに草刈りなどの人為的な管理方法
も合わせて，多自然型川づくりを用いた改修後の総合的
な河川管理を検討する必要がある．

2-1 調査概要

2001年度は，多自然型川づくり後の生物の回復状況の
把握を重点的に行うため，1997年度から1999年度に施工
された区間および対照区として工事後10年以上経過して
いる区間において調査を行った．

2-2 調査場所と調査方法

2-2-1調査場所
1997年度施工区間，1998年度施工区間，1999年度施工

区間の3区間と対照区間（施工後10年以上を経過した区
間）の計4区間を選定し調査を行った（図8）．1999年度
施工区間は上流側と下流側に分けて調査区を設定した．
対照区を除く調査区では流心部を境に右岸側と左岸側に
分けて地点を設定した．
各地点で施された多自然型川づくりの工法は表11のと
おりである．
2-2-2調査方法
調査項目は物理環境，植物，水生動物（魚類および底

生動物）および水質とし，春季（2001年5月31日，6月12

日）と秋季（2001年10月24日）に各1回，計2回行った．
各調査項目の方法は次のとおりである．

2．工事後の生物相の回復状況の把握と法面
工法の違いによる評価（2001年度調査）

図8　調査場所．�
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表11　調査地点の概要．�

1997　　　　　A：右岸　　　　　　　　　　練石積＋Ｖカット工法
　　　　　　　B：左岸　　　　　　　　　　覆土のみ
1998　　　　　C：右岸　　　　　　　　　　覆土のみ
　　　　　　　D：左岸　　　　　　　　　　蛇篭
1999　　　　　E：右岸（下流側）　　　　　蛇篭＋覆土
　　　　　　　F：左岸（下流側）　　　　　練石積＋Ｖカット工法
　　　　　　　G：右岸（上流側）　　　　　蛇篭根固＋覆土
　　　　　　　H：左岸（上流側）　　　　　蛇篭根固＋覆土
対照区（施工後10年以上経過）Ⅰ：両岸　　　右岸側のみコンクリート護岸

施工年度　　　　調査地点　　　　　　　　　多自然型工法内容�

(1)物理環境
生物の種数および出現量に関するデータと物理的な環

境との関係を把握するために，2001年の10月24日に物理
環境の各項目の測定を行った．項目として，低水路幅，
流速，水深，砂利の堆積厚，川の両岸から草本植物の張
り出している距離の測定を行った．ただしEFでは，抽水
植物が川の大部分を覆っていたため，草本植物の張り出
し距離は測定しなかった．
各地点（AB，CD，EF，GH，Iの5地点）の50mの流程

において，上流端から10m間隔に4ラインをとり，各項目
の測定を行った．各ラインの流速，水深，砂利の堆積厚
については，川の中間点（以下，流心と記す），流心と
右岸との中間（同，右岸側）および左岸と流心との中間
（同，左岸側）の3ヶ所で測定した．また，陸上部での土
壌の堆積厚は川岸より50cm間隔で測定した．
得られた値は，流速，水深，砂利の堆積厚，川岸から

の植物の張り出し距離については，流心，右岸側，左岸
側ごとにまとめ，その平均（平均値±標準偏差）を算出
した．
(2) 植物
各調査地点に5×5m2の方形枠を3つ設置し，枠内に出

現した全草本と1.3m未満の木本の種名と被度，高さを
Braun-Blanquet（1964）の手法により記録した．出現種
の生活型組成は立地の安定性を反映していると考えられ
るので，保育社の図鑑（北村・村田，1994，北村ほか，
1994・1998）に従い生活型を分類した．帰化種は生態系
のバランスの攪乱要素と判断して区別した．上記の調査
結果と，工法や施工時期との関係を検討した．
(3) 水生動物
・魚類
採集には手網を用いて，右岸，左岸をそれぞれ17回掬

い捕獲した個体を計数した．流路の幅が地点E Fを除い
て1から4mと狭いため，右岸，左岸の地点の区別をせず，

1997年度施工区，1998年度施工区，1999年度施行区（2

ブロック）及び対照区の計5ヶ所の地点で計数した．
・底生動物
各調査地点において15分間×1人（Iは両岸にわたるた

め，15分間×2人）の任意採集を行った．網はD型ネット
とタモ網の2種類を用いた．
(4) 水質
調査地点Iにおいて水温，pH，電気伝導度，濁度，溶

存酸素量をHORIBA U-10により現地で測定し，BODは
JIS K0102 21，全リン（T-P）と全窒素（T-N）は吸光光
度法を用いて室内で分析を行った．

2-6 調査結果

(1) 物理環境
調査地の低水路幅を図9に示す．低水路幅は130cmから

760cmの範囲にあった．地点別の平均ではEFで最も大き
く（710±70cm），CD，AB，GHと続きIで最も小さかっ
た（210±160cm）．
調査地の水深を図10に示す．地点別の水深は，CDで

最も大きく（38.8±11.3cm），GH，AB，Iと続きEFで最
も小さかった（17.1±3.7cm）．
調査地の流速を図11に示す．流速はIで最も大きく，

（35.9±18.9cm/s），AB，EF，GHと続き，CDで最も小さ
かった（8.0±3.1 cm/s）．
調査地の砂利の堆積厚を図12に示す．砂利はGHで最

も厚く堆積（14.2±14.0cm）し，AB，CD，EFと続き，I

で最も少なかった（4.2±2.2cm）．また，EFでは砂利の
上に泥と抽水植物由来と考えられる枯死植物が堆積して
いた．
調査地の川岸からの植物の張り出し距離を図13に示

す．両岸からの植物の張り出し距離は，CDで最も大き
く（81.3±34.2cm），GHがそれに続き，I（26.9±15.7cm），
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写真8 1998年度施工区　上流から下流を望む．

右岸：C 左岸：D

写真9 1999年度施工区　上流から下流を望む．

右岸：E 左岸：F

写真10 1999年度施工区　下流から上流を望む．

右岸：G 左岸：H

写真11 対照区：I 下流から上流を望む．

写真6 1997年度施工区　下流から上流を望む．

右岸：A 左岸：B

写真7 1997年度施工区　上流から下流を望む．

右岸：A 左岸：B
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AB（26.3±11.8cm）が最も小さくなっていた．
(2) 植物
各調査地点の出現種を表12に，生活型ごとの出現種数

を表13に示した．
全調査地点の総出現種数は147種だった．うち帰化種

（全てが草本で，さまざまな生活型を含む）は28種，帰
化率は19.0％で，前年の同河川下流部での値（23.1％）
よりは低いものの，これまでに調査を行った矢作川の本
流（15.7％）及び支流（16.3％）における調査結果と比
較するとやや高い値だった（洲崎・中坪，1999；豊田市
矢作川研究所，2000）．また，前年に調査を行った同河
川下流部では一年生草本種の割合が高かった（44.9％）
のに対し，今回の調査地点全域では多年生草本種の割合
が高かった（40.8％）．
多く見られた種は調査地点間で類似しており，ヨモギ

がA～E，Gの各調査地点で春季・秋季とも，Iでは秋季
に高い被度で出現していたほか，ヒメジョオン，セイタ
カアワダチソウ，シロツメクサ，ミゾソバなど多くの種
が複数の調査地点に共通して優占していた．施工時期や
工法と種数，種組成，種の生活型組成などの間にはっき
りした関係は認められなかったが，覆土が行われなかっ
た場所（A，D，F），覆土とその他の工法が施された場
所（E，G，H），覆土のみが行われた場所（B，C）の順
で帰化率が高くなる傾向があった（図14）．また，蛇篭
があるD，E，G，Hでは他の調査区に比較して植生高が
高い傾向があった．
(3)水生動物

5月の採集結果を表14 に10月の結果を表15にそれぞれ
示した．全調査地点を通し，2回の調査で合計9種が記録
された．多く出現していた種はカワムツとカワヨシノボ
リで，この2種で総採集個体数のうち90％を占めていた．
その他にはタカハヤ，オイカワ，アブラハヤ，ドジョウ，
カマツカ，コイ（ニシキゴイ）がみられた．
魚類の他に，マシジミ，カワニナが多数生息していた．
また，サワガニも若干生息していた．

2回の調査から水生昆虫6目17科36種，それ以外の底生
無脊椎動物7目11科17種が確認された（表16，表17）．水
生昆虫の種数を調査地点別に比較すると，最も多い地点
は，対照区で17種，続いて地点F（2000年度施行，練石
積とVカット）の15種，最も少ない地点はG（2000年度
施行，蛇篭と根固め）の7種となった．それ以外の底生
無脊椎動物は地点E（2000年度施行，蛇篭と覆土）と地
点Fが最多の11種，最小が地点Gで5種であった．
(4) 水質
各調査時の水質を表18 に示した．春と秋の水質を比較

するとBOD，リンは春に，窒素は秋に高い傾向が見られ
た．この傾向は2000年にも見られたが，2001年の方が差
が顕著となり，高い方の値がより高くなる傾向が見られ
た．また，有機態窒素（Org-N）が前年度に比べ2～3倍
の値を記録し，同時に全窒素（T-N）も高くなった．従
って，水質は若干ではあるが2000年に比べ悪化の傾向が
見られた．

2-7 考察

(1) 物理環境
2000年度の調査においては，砂利の堆積そして堆積に

伴う草本植物の繁茂が水生動物の現存量と関係している
と推定した．また，工事後1年しか経過していないこと
もあり，多自然型川づくりの効果が十分に現れていない
段階で工事後の検証調査を実施しているという問題も指
摘された．
これを受けて，2001年度は施工年度が1997年から1999

年と異なる4地点と，対象区として施工後10年以上が経
過し，かつ多自然型川づくりを施していない片側コンク
リート護岸の地点を設定して調査を行った．
結果としては，河床の砂利の堆積厚や両岸からの植物

の張り出しの程度に施工年度と対応した関係は見られな
かった．これより，砂利の堆積厚や植物の張り出し距離
は工事のあと比較的すみやかに一定の状態となり，以後
はほとんど変化していない可能性が指摘できる．ただし，
工事を施していない対象区（地点I）は低水路幅が最も
狭く，他の地点よりも多くの土砂が河道内に堆積してい
た．また，流速は最も高くなっていた．これより，砂利
は図15の模式図で示すように低水路の脇に次第に堆積
し，時間の経過とともに川は低水路幅が狭くなり流速が
上がるような方向で変化していくのかもしれない．
(2)植物

2000年度の調査結果（豊田市矢作川研究所，2001）か
ら，施工後の経過年数に伴う植生の回復（出現種数の増
加や帰化率の減少など）が見られることを予測していた
が，2001年度の結果では，そういった傾向は見られなか
った．帰化率はA～Hの多自然型川づくりが行われた全
調査地点で20.0～28.9％と高く，対照区のIのみが17.0％
とやや低かった．ひとつに，工事後4年程度（調査地点
A・B）では植生が回復しないという可能性がある．ま
た，今回調査を行った全区間で草刈りが頻繁に行われて
いることにも関係があるかもしれない．覆土が行われた
場所で帰化率が高かったことは，覆土された場所で草刈
りがしやすかったこととも関わりがある可能性がある．
蛇篭がある調査地点で植生高が高かったことも，蛇篭が
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流　心：流路の中間
右岸側：流心と右岸との中間
左岸側：流心と左岸との中間

図10 水深（±標準偏差）．

あると草刈り機が使いにくいことと関連している可能性
がある．
多自然型川づくりで整備された河川に多様で自然度の

高い植物群落を成立させるためには，その後の適切な管
理が必要不可欠である．今回の調査結果からは，強度の
草刈りが工事後の植生の回復を妨げている可能性が示唆
された．太田川のように地元住民に管理が委ねられてい
る場合は，生物の視点，地元住民の希望，現地の歴史を
ふまえて充分な協議を行っていく必要があるだろう．
(3) 水生動物

・魚類
生息魚類はカワムツ，カワヨシノボリの2種が個体数

において圧倒的な差で他に優占する．この結果は2000年
度の調査区（2001年度調査地点の上流および下流部）の
調査結果と変らない．
太田川は山間の小川で，流路の断面積，河川形態から

カワムツ，カワヨシノボリの生息域に該当し，オイカワ，
カマツカ，ドジョウ，シマドジョウ等の各種は，今後も
個体数の増加は期待できないと思われる．このような魚
類相は，他の類似した河川の力石川，一の瀬川，矢並川
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流　心：流路の中間
右岸側：流心と右岸との中間
左岸側：流心と左岸との中間

図11 流速（±標準偏差）．

流　心：流路の中間
右岸側：流心と右岸との中間
左岸側：流心と左岸との中間

図12 水中の砂利の堆積厚

（±標準偏差）．

流　心：流路の中間
右岸側：流心と右岸との中間
左岸側：流心と左岸との中間

図13 岸からの植物の張り出し距離

（±標準偏差）．

等でも普通に見られることで，太田川だけの特徴的な魚
類相ではない．
地点間では，魚類相の特徴に大きな差はみられていな

い．片側コンクリート護岸の対照区と比較しても差はな
いので，護岸に対する多自然型川づくり工法による違い
は生息魚種にさほど影響していないといえる．施工後の
経過年数の差（1年，2年，3年と10年）による生息魚種
の差異は認められないことから，多自然型川づくりによ
る回復の効果は速やかに行われたと受け止められる．
現地の生物相に詳しい豊田市宝町在住の中根耕造氏に

よると，全体としては魚の現存量に過去と比較して大き
な変化はないとの情報を得た．ただし，底生性の魚類で
かつてはみられたアカザがいなくなり，カワヨシノボリ
の大型の個体が減少しているという．そして河床にはか
つては多くあった礫がなくなってしまったと聞くので，
河床材料の変化がアカザとカワヨシノボリの生息に影響
している可能性がある．

10月の調査でニシキゴイが2個体捕獲された．過去の
調査では出現しなかった種である．人為的に放流された
ものと考えられるが，このような行為が今後も繰り返さ
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表12　各調査地点の出現種．�

学　名� 生活型� 調　査　地　点�種　名�科　名�

シダ植物�
�
   �
   �
種子植物�
　　裸子植物�
�
　　被子植物�
　　　双子葉植物・離弁花類�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
　　　双子葉植物・合弁花類�

スギナ
ヤブソテツ

スギ

アカメヤナギ
ジャヤナギ
イヌコリヤナギ
タチヤナギ
コナラ
エノキ
ケヤキ
コウゾ
カナムグラ
ヤブマオ
コアカソ
アカソ
オオイヌタデ
イヌタデ
ミゾソバ
イタドリ
スイバ
ギシギシ
シロザ
イノコズチ
ヨウシュヤマゴボウ*
ノミノツヅリ
オランダミミナグサ*
ツメクサ
ムシトリナデシコ*
ウシハコベ
コハコベ（ハコベ）
ケキツネノボタン
キツネノボタン
ドクダミ
タケニグサ
ナズナ
イヌガラシ
スカシタゴボウ
コモチマンネングサ
ヘビイチゴ
オヘビイチゴ
フユイチゴ
クマイチゴ
クサネム
ネムノキ
アレチヌスビトハギ*
ヤブマメ
ノササゲ
コマツナギ
ヤハズソウ
メドハギ
ネコハギ
クズ
シロツメクサ*
カラスノエンドウ�
カタバミ
ムラサキカタバミ*
エノキグサ
ヒメミカンソウ
ヌルデ
ヤマウルシ
ヤブガラシ
オトギリソウ
タチツボスミレ
メマツヨイグサ*
オオマツヨイグサ*
ミツバ
オオチドメ
チドメグサ
オヤブジラミ

コナスビ
テイカカズラ
ヤエムグラ

�
トクサ科�
オシダ科�
�
�
�
スギ科�
�
�
ヤナギ科�
�
�
�
ブナ科�
ニレ科�
�
クワ科�
�
イラクサ科�
�
�
タデ科�
�
�
�
�
�
アカザ科�
ヒユ科�
ヤマゴボウ科�
ナデシコ科�
�
�
�
�
�
キンポウゲ科�
�
ドクダミ科�
ケシ科�
アブラナ科�
�
�
ベンケイソウ科�
バラ科�
�
�
�
マメ科�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
カタバミ科�
�
トウダイグサ科�
�
ウルシ科�
�
ブドウ科�
オトギリソウ科�
スミレ科�
アカバナ科�
�
セリ科�
�
�
�
�
サクラソウ科�
キョウチクトウ科�
アカネ科�

Equisetum arvense
Cyrtomium fortunei

Cryptomeria japonica

Salix chaenomeloides
Salix eriocarpa
Salix integra
Salix subfragilis
Quercus serrata
Celtis sinensis var. japonica
Zelkova serrata
Broussonetia kazinoki × B. papilifera
Humulus scandens
Boehmeria japoniica var. longispica
Boehmeria spicata
Boehmeria sylvestris
Polygonum lapathifolium
Polygonum longisetum
Persicaria thunbergii
Reynoutria japonica
Rumex acetosa
Rumex japonicus
Chenopodium album
Achyranthes bidentata var. japonica
Phytolacca americana
Arenaria serpyllifolia
Cerastium glomeratum
Sagina japonica
Silene armeria
Stellaria aquatica
Stellaria media
Ranunculus cantoniensis
Ranunculus silerifolius
Houttuynia cordata
Macleaya cordata
Capsella bursa-pastoris
Rorippa indica
Rorippa islandica
Sedum bulbiferum
Duchesnea chrysantha
Potentilla sundica var. robusta
Rubus buergeri
Rubus crataegifolius
Aeschynomene indica
Albizia julibrissin
Desmodium paniculatum
Amphicarpaea edgeworthii var. japonica
Dumasia truncata
Indigofera pseudotinctoria
Kummerowia striata
Lespedeza cuneata
Lespedeza pilosa
Pueraria lobata
Trifolium repens
Vicia sepium
Oxalis corniculata
Oxalis corymbosa
Acalypha australis
Phyllanthus matsumurae
Rhus javanica var. roxbugii
Rhus trichocarpa
Cayratia japonica
Hypeicum erectum
Viola grypoceras
Oenothera biennis
Oenothera erythrosepala
Cryptotaenia japonica
Hydrocotyle ramiflora
Hydrocotyle sibthorpioides
Torilis scabra

Lysimachia japonica f. subsessilis
Trachelospermum asiaticum var. intemedium
Galium spurium var. echinospermon

ph
ph

ew

dw
dw
dw
dw
dw
dw
dw
dw
ah
ph
ph
ph
ah
ah
ah
ph
ph
ph
ah
ph
ph
ah
bh
ah
ah
ah-ph
ah
ah
ph
ph
ph
ah
ph
ah
ah
ph
ph
dw
dw
ah
dw
ph
ah
ph
dw
ah
ph
ph
ph
ph
ah
ph
ph
ah
ah
dw
dw
ph
ph
ph
ah-bh
ah-bh
ph
ph
ph
ah

ph
ew
ah

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A
A

A
A
A
A

A

A
A

A

A

B

B

B

B

B
B

B
B

B
B

B

B
B

B
B
B
B

B
B

B

B

B

B
B

B

B

B

B

C

C

C
C
C

C
C

C

C

C

C

C
C

C
C

C
C

C

C

D

D

D

D

D
D

D

D

D
D

D
D

D

D

D
D
D

D
D
D

D
D
D
D
D

D

D

D
D
D

D

D

E

E
E
E

E

E
E

E
E
E

E
E

E

E
E

E

E

E

E

F

F

F

F
F

F

F
F

F
F

F

F

F

F
F
F
F

F

F

G

G

G
G
G
G

G
G

G

G
G
G

G

G
G
G

G

G
G
G

G

G

G

H

H

H
H

H
H

H
H
H
H

H
H

H
H

H

H

I
I

I
I

I
I

I

I

I

I
I

I

I
I
I

I
I

I

I

I
I

I

I



203

準用河川太田川自然環境調査報告－多自然型川づくりを用いた河川整備の評価－

表12　各調査地点の出現種（続）．�

学　名� 生活型� 調　査　地　点�種　名�科　名�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
　　単子葉植物�

ヘクソカズラ
ヒルガオ
カキドオシ
ヒメジソ
イヌコウジュ
シソ
トウバナ
マルバノホロシ
イヌホオズキ
ムラサキサギゴケ
トキワハゼ
タチイヌノフグリ*
オオイヌノフグリ*
キツネノマゴ
オオバコ
スイカズラ
キカラスウリ
キキョウソウ*
ヨモギ
アメリカセンダングサ*
ノアザミ
マーガレット*
アレチノギク*
オオアレチノギク*
ヒメムカシヨモギ*              
ベニバナボロギク*
ヒヨドリバナ
ハハコグサ
タチチチコグサ*
ウラジロチチコグサ*
チチコグサ
ニガナ
ジシバリ
ヨメナ
アキノノゲシ
コオニタビラコ
コウゾリナ
セイタカアワダチソウ*
オニノゲシ*
ノゲシ
ヒメジョオン*

ヤブカンゾウ
ヒガンバナ
トコロ
ニワゼキショウ*
イ
クサイ
ツユクサ
カモジグサ
ヤマヌカボ
コブナグサ
ヒメコバンソウ*
ジュズダマ
ギョウギシバ
カモガヤ＊
メヒシバ
イヌビエ
オオニワホコリ
オニウシノケグサ*
ウシノケグサ
トボシガラ
ネズミムギ*
ススキ
ヌカキビ
オオクサキビ*
スズメノヒエ
チカラシバ
クサヨシ
ツルヨシ
アキノエノコログサ
コツブキンエノコロ
エノコログサ
シバ
サトイモ
ナキリスゲ�

�
ヒルガオ科�
シソ科�
�
�
�
�
ナス科�
�
ゴマノハグサ科�
�
�
�
キツネノマゴ科�
オオバコ科�
スイカズラ科�
ウリ科�
キキョウ科�
キク科�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
ユリ科�
ヒガンバナ科�
ヤマノイモ科�
アヤメ科�
イグサ科�
�
ツユクサ科�
イネ科�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
サトイモ科�
カヤツリグサ科�

Paederia scandens
Calystegia japonica
Glechoma hederacea var. grandis
Mosla dianthera
Mosla punctulata
Perilla frutescens var. crispa
Clinopodium gracile
Solanum maximowiczii
Solanum nigrum
Mazus miquelii
Mazus pumilus
Veronica arvensis
Veronica persica
Justicia procumbens
Plantago asiatica
Lonicera japonica
Trichosanthes kirilowii var. japonica
Specularia perfoliata
Artemisia princeps
Bidens frondosa
Cirsium japonicum
Chrysanthemum frutescens
Conyza bonariensis
Conyza sumatrensis
Erigeron canadensis
Crassocephalum crepidioides
Eupatorium chinense var. oppositifolium
Gnaphalium affine
Gnaphalium calviceps
Gnaphalium spicatum
Gnaphalium japonicum
Ixeris dentata
Ixeris stolonifera
Kalimeris yomena
Lactuca indica var. laciniata
Lapsana apogonoides
Picris hieracioides var. glabrescens
Solidago altissima
Sonchus asper
Sonchus oleraceus
Stenactis annuus

Hemerocallis fulva var. kwanso
Lycoris radiata
Dioscorea tokoro
Sysyrinchium atlanticum
Juncus effusus var. decipiens
Juncus tenuis
Commelina communis
Agropyron tsukushiense var. transiens
Agrostis clavata
Arthraxon hispidus
Briza minor
Coix lacryma-jobi
Cynodon dactylon
Dactylis glomerata
Digitaria adscendens
Echinochloa crus-galli
Eragrostis multispicula
Festuca arundinacea
Festuca ovina
Festuca parvigluma
Lolium multiflorum
Mischanthus sinensis
Panicum bisulcatum
Panicum dicotomiflorum
Paspalum thunbergii
Pennisetum alopecuroides f. purpurascens
Phalaris arundinacea
Phragmites japonica
Setaria faberi
Setaria pallide-fusca
Sataria viridis
Zoysia japonica
Colocasia esculenta
Calex lenta

ph
ph
ph
ah
ah
ah
ph
ph
ah
ph
ah
ah
bh
ah
ph
dw
ph
ah
ph
ah
ph
ph
bh
bh
ah
ah
ph
ah
ah-bh
ah-bh
ph
ph
ph
ph
ah
ah
ah
ph
bh
ah
ah

ph
ph
ph
ph
ph
ph
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ph
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ph
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B
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B

B
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B
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B

B
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C
C
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C
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C
C

C
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C

C

C
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C
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C
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C
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C
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D
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D

D
D
D

D
D
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D
D
D

D
D
D
D
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D

D
D
D

D
D

D

D

D
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D

D
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E
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E
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E

E

E

E

E
E

E

E

E

E
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E
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E

E
E
E
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E

F

F
F
F
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F
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F

F

F

F
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F

F

F

F
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F
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F
F
F

F
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F
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G
G
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dw、落葉木本；ew、常緑木本；ah、一年生草本；bh、二年生草本；ph、多年生草本
科名・種名の配列は原則として「植物目録」（環境庁，1987）に従った．種名の後に＊のついているものは帰化植物であることを示す．
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表13　各調査地の生活型別出現種数．�

木本�
　落葉�
　常緑�
草本�
　在来・一年生�
　在来・二年生�
　在来・一年生─多年生�
　在来・多年生�
　帰化�
　　　　合　計�

5
 
 

12
 
 

15
8

40

(12.5)
 
 

(30.0)
 
 

(37.5)
 (20.0)

A
種数（％）

4
1

16

1
20
14
56

(7.1)
(1.8)

(28.6)

(1.8)
(35.7)
(25.0)

B
種数 （％）

1

19

12
13
45

(2.2)

(42.2)

(26.7)
(28.9)

C
種数（％）

1

22

1
25
17
66

(1.5)

(33.3)

(1.5)
(37.9)
(25.8)

D
種数（％）

19

1
13
12
45

(42.2)

(2.2)
(28.9)
(26.7)

E
種数（％）

14
1
1

21
11
48

(29.2)
(2.1)
(2.1)

(43.8)
(22.9)

F
種数（％）

18
1
1

21
11
52

(34.6)
(1.9)
(1.9)

(40.4)
(21.2)

G
種数（％）

2

8

16
9

35

(5.7)

(22.9)

(45.7)
(25.7)

H
種数（％）

6
1

10

1
21
8

47

(12.8)
(2.1)

(21.3)

(2.1)
(44.7)
(17.0)

I
種数（％）

15
2

40
1
1

60
28

147

(10.2)
(1.4)

(27.2)
(0.7)
(0.7)

(40.8)
(19.0)

全体�

表14　春季魚類調査結果．�

地点AB種　　　名�
1

98

3

8

80

190

3

地点CD

3

121

9

1

104

238

3

地点EF

1

75

12

1

2

1

94

186

5

地点GH

7

62

1

16

1

2

93

182

5

地点I

1

47

11

1

84

144

3

合　　計�
13

403

4

56

2

6

1

455

940

6

オイカワZacco platypus

カワムツ Zacco temminckii

アブラハヤ Phoxinus lagowskii steindachneri

タカハヤ Phoxinus oxycephalus jouyi

カマツカ Pseudogobio esocinus esocinus

ドジョウ Misgurnus anguillicaudatus

シマドジョウ Cobitis biwae

カワヨシノボリ Rhinogobius flumineus

　　　　　　　合　　計
　　　　　　　出現種数

表15　秋季魚類調査結果．�

地点AB種　　　名�

1

73

2

19

109

203

4

地点CD

2

71

1

16

74

162

4

地点EF

1

3

75

11

1

104

191

4

地点GH

1

2

65

19

1

134

219

4

地点I

2

101

13

108

222

3

合　　計�
2

10

385

3

78

2

529

997

5

コイ（ニシキゴイ）Cyprinus carpio

オイカワZacco platypus

カワムツ Zacco temminckii

アブラハヤ Phoxinus lagowskii steindachneri

タカハヤ Phoxinus oxycephalus jouyi

カマツカ Pseudogobio esocinus esocinus

カワヨシノボリ Rhinogobius flumineus

　　　　　　　合　　計
　　　　　　　出現種数

れ，個体数が増加し成長すれば，川の容積が小さいこと
から，生態系に何らかの影響を及ぼすことが懸念される．
太田川を観賞用河川に変える考えをもっているならニシ
キゴイの放流もひとつの方法であるが，生息する生物相
を自然の遷移にゆだねるならばコイの放流は控えるべき
である．
・底生動物

2001年度の調査では i ）川岸の法面工法の違いが底生
動物相に影響を与える，ii ）施工後の経過時間が長いほ

図14 工法と帰化率．
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準用河川太田川自然環境調査報告－多自然型川づくりを用いた河川整備の評価－

表16　水生昆虫の確認種．�
1997改修年度�

工　　法�

調査地点�
調査時期�

種　名�目（科）�

ｶｹﾞﾛｳ�
　ｺｶｹﾞﾛｳ�
�
　ﾋﾒｶｹﾞﾛｳ�
�
ﾄﾝﾎﾞ�
　ﾓﾉｻｼﾄﾝﾎﾞ�
　ｶﾜﾄﾝﾎﾞ　�
�
　ｻﾅｴﾄﾝﾎﾞ�
�
�
　ｵﾆﾔﾝﾏ�
　ﾄﾝﾎﾞ�
�
�
�
ｶﾒﾑｼ�
　ｱﾒﾝﾎﾞ�
�
�
�
ｺｳﾁｭｳ�
　ｶﾞﾑｼ�
　ﾋﾒﾄﾞﾛﾑｼ�
�
�
　ﾎﾀﾙ�
ﾊｴ�
　ｶﾞｶﾞﾝﾎﾞ�
�
�
�
�
　ﾌﾞﾕ�
　ﾕｽﾘｶ�
�
ﾄﾋﾞｹﾗ�
　ｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ�
�
　ﾋﾒﾄﾋﾞｹﾗ�
　ｶｸﾂﾂﾄﾋﾞｹﾗ�

ｺｶｹﾞﾛｳ属の1種　Baetis sp.
ｺｶｹﾞﾛｳ属類　Baetis spp.
ﾋﾒｶｹﾞﾛｳ属の1種　Caenis sp.
ﾋﾒｶｹﾞﾛｳ属類　Caenis spp.

ﾓﾉｻｼﾄﾝﾎﾞ　Copera annulata
ﾊｸﾞﾛﾄﾝﾎﾞ　Calopteryx atrata
ｶﾜﾄﾝﾎﾞ属の1種　Mnais sp.
ﾔﾏｻﾅｴ　Asiagomphus melaenops
ﾀﾞﾋﾞﾄﾞｻﾅｴ　Davidus nanus
ｺｵﾆﾔﾝﾏ　Sieboldius albardae
ｵﾆﾔﾝﾏ　Anotogaster sieboldii
ｼｮｳｼﾞｮｳﾄﾝﾎﾞ　Crocothemis servilia mariannae
ｼｵｶﾗﾄﾝﾎﾞ　Orthetrum albistylum speciosum
ｵｵｼｵｶﾗﾄﾝﾎﾞ　Orthetrum triangulare melania
ﾄﾝﾎﾞ科の1種　Libelluidae gen. sp.

ﾋﾒｱﾒﾝﾎﾞ　Gerris latiabdominis
ｼﾏｱﾒﾝﾎﾞ　Metrocoris histrio
ｱﾒﾝﾎﾞ科の1種　Gerridae gen. sp.
ｱﾒﾝﾎﾞ科類　Gerridae gen. spp.

ｶﾞﾑｼ科類　Hydrophilidae gen. spp.
ｹｽｼﾞﾄﾞﾛﾑｼ　Pseudamophilus japonicus
ﾋﾒﾄﾞﾛﾑｼ科の1種　Elmidae gen. sp.
ﾋﾒﾄﾞﾛﾑｼ科類　Elmidae gen. spp.
ｹﾞﾝｼﾞﾎﾞﾀﾙ　Luciora cruciata

ｳｽﾊﾞｶﾞｶﾞﾝﾎﾞ属の1種　Antocha sp.
Brachypremna sp.
ｶﾞｶﾞﾝﾎﾞ属の1種　Tipula sp.
ｶﾞｶﾞﾝﾎﾞ属類　Tipula spp.
ｶﾞｶﾞﾝﾎﾞ科の1種　Tipulidae gen. sp.
ｱｼﾏﾀﾞﾗﾌﾞﾕ属の1種　Simulium sp.
ﾕｽﾘｶ科の1種　Chironomidae gen. sp.
ﾕｽﾘｶ科類　Chironomidae gen. spp.

ﾅﾐｺｶﾞﾀｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ　Cheumatopsyche infascia
ｳﾙﾏｰｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ　Hydropsyche orientalis
ﾋﾒﾄﾋﾞｹﾗ属の1種　Hydroptila sp.
ｺｶｸﾂﾂﾄﾋﾞｹﾗ　Goerodes japonicus

＊種名および種の配列は財団法人リバーフロント整備センター編（2000）に従った．
＊参考として10個体未満は○で10個体以上は◎で示した．�

春�秋�
A

9 9
12

7 5
10

�
�
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�
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�
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�
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�
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�
�
�
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�
○�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
○�
�
�
�
�
�
�
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�
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�
�
�
�
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�
�
�
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�
○�
�
�
�
�
�
○�

6目17科� 合計種数�36種

練石積
Vカット

春�秋�
B

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
○�
○�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
○�
�
○�
�
�
○�
�
�
○�
�
�
○�
�
�
�
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�
○�

�
�
�
�
�
�
�
�
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�
�
�
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�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
○�
�
�
�
�
�
○�
�
○�
○�
�
�
○�
○�
�
○�

覆土�

1998

春�秋�
C

9 5
11

3 6
9

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
○�
�
○�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
○�

�
�
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�
�
�
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�
�
�
�
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�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
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�
�
�
�
�
○�

春�秋�
D

�
�
�
�
�
�
�
○�
�
○�
�
○�
○�
�
�
�
�
�
�
�
○�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
○�
�
○�
�
○�
�
�
�
�
�
○�
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�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
○�
�
�
○�
○�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
○�
�
�
�
�
�
○�

蛇篭�覆土�

春�秋�
E

12 6
15

5 7
8

�
�
�
�
�
�
○�
�
�
�
�
�
○�
�
�
�
�
�
�
�
○�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
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�
�
○�
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�
�
�
�
�
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�
�
�
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�
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�
○�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
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�
�
�
�
�
�
○�
�
�
○�

蛇篭�
覆土�

春�秋�
F

�
○�
�
○�
�
�
○�
�
�
�
�
�
○�
�
�
�
�
�
�
�
�
○�
�
�
○�
○�
�
�
�
�
�
�
○�
�
�
�
○�
�
○�
◎�
�
○�

�
�
�
�
○�
�
○�
�
�
�
�
�
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�
�
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�
�
�
�
�
�
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�
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�
○�

2000

春�秋�
G

4 6
8

3 5
7

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
○�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
○�
�
�
�
�
�
�
�
�
○�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
○�
�
�
○�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
○�
�
�
○�
�
�
�
�
○�

蛇篭�
根固め�

練石積�
Ｖカット�

春�秋�
H

�
�
�
�
�
�
○�
�
�
○�
�
�
○�
�
�
○�

�
�
�
�
�
�
◎�
�
�
�
�
�
○�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
○�
○�
�
�
�
�
�
�
○�
�
○�

対照区�

春�

3 513
17

�
�
�
○�
�
�
○�
○�
�
○�
�
�
◎�
�
�
�
�
�
�
○�
�
�
�
○�
○�
○�
�
�
�
�
�
�
○�
�
�
�
�
�
�
○�
○�
○�

秋�
右�
岸�

秋�
左�
岸�

I

�
�
�
�
�
�
�
�
○�
○�
�
�
○�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
○�
○�
○�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
○�
�
�
�
�
�
○�

表17　水生昆虫以外の底生無脊椎動物確認種．�
1997改修年度�

工　　法�

調査地点�
調査時期�

種　名�目（科）�

ｴﾋﾞ�
　ｻﾜｶﾞﾆ�
ﾆﾅ�
　ﾀﾆｼ�
　ｶﾜﾆﾅ�
ﾓﾉｱﾗｶﾞｲ�
　ﾓﾉｱﾗｶﾞｲ�
�
　ｻｶﾏｷｶﾞｲ�
　ﾋﾗﾏｷｶﾞｲ�
�
�
ﾏﾙｽﾀﾞﾚｶﾞｲ�
　ｼｼﾞﾐ�
ｲﾄﾐﾐｽﾞ�
　ｲﾄﾐﾐｽﾞ�
�
ｳｵﾋﾞﾙ�
　ｸﾞﾛｼﾌｫﾆ�
咽姪�
　ｲｼﾋﾞﾙ�
�
�
ﾜﾗｼﾞﾑｼ�
　ﾐｽﾞﾑｼ�

ｻﾜｶﾞﾆ　Geothelphusa debaani

ﾏﾙﾀﾆｼ　Cipangopaludina chinensis
ｶﾜﾆﾅ　Semisulcospira viridis

ﾋﾒﾓﾉｱﾗｶﾞｲ　Austropeplea ollula
ﾓﾉｱﾗｶﾞｲ　Radix auricularia
ｻｶﾏｷｶﾞｲ　Physa acuta
ﾋﾗﾏｷﾐｽﾞﾏｲﾏｲ　Gyraulus chinensis spirillus
ﾋﾗﾏｷｶﾞｲﾓﾄﾞｷ　Polypylis hemisphaerula
ﾋﾗﾏｷｶﾞｲ科類　Planorbidae gen spp.

ﾏｼｼﾞﾐ　Corbicula leana

ｲﾄﾐﾐｽﾞ科の1種　Tubificidae gen. sp.
ｲﾄﾐﾐｽﾞ科類　Tubificidae gen. spp.

ｸﾞﾛｼﾌｫﾆ科の1種　Glossiphoniidae gen. sp.
�
ｼﾏｲｼﾋﾞﾙ　Erpobdella lineata
ﾅﾐｲｼﾋﾞﾙ　Erpobdella octoculata
ｲｼﾋﾞﾙ科の1種　Erpobdellidae gen. sp.

ﾐｽﾞﾑｼ　Asellus hirgendorfi hirgendorfi

＊種名および種の配列は財団法人リバーフロント整備センター編（2000）に従った．
＊参考として10個体未満は○で10個体以上は◎で示した．

春�秋�
A

8 5
9

7 6
9

�
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◎�
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�
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�
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�
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○�
�
�
�
�
�
◎�
�
�
�
�
�
�
�
�
○�

7目11科� 合計種数�17種

練石積
Vカット

春�秋�
B

�
○�
�
�
○�
�
○�
�
○�
○�
�
�
�
◎�
�
○�
�
�
�
�
�
○�

�
○�
�
�
○�
�
�
○�
�
○�
�
�
�
◎�

覆土�

1998

春�秋�
C

7 6
9

6 6
8

�
�
�
�
�
�
○�
○�
○�
○�
�
�
�
◎�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
○�
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�
�
�
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�
�
○�
○�
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�
�
◎�
�
�
○�

春�秋�
D

�
○�
�
�
○�
�
○�
○�
○�
◎�
�
◎�

�
○�
�
�
○�
�
�
�
○�
○�
�
�
�
◎�
�
�
○�

蛇篭�覆土�

春�秋�
E

10 5
11

7 10
11

�
�
�
�
○�
�
◎�
�
◎�
○�
�
�
�
◎�
�
�
○�
�
�
�
○�

�
○�
�
○�
◎�
�
○�
○�
○�
◎�
�
�
�
◎�
�
�
�
�
�
�
○�
�
○�

蛇篭�
覆土�

春�秋�
F
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�
�
�
�
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○�
◎�
○�
○�
�
�
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�
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�
�
�
�
�
�
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�
○�

�
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�
�
◎�
�
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�
�
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�
�
�
◎�
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春�秋�
G

8 5
10

3 4
5

�
○�
�
�
○�
�
�
�
�
�
�
�
�
◎�

�
�
�
○�
◎�
�
�
�
�
�
�
�
�
◎�
�
�
�
�
�
�
○�

蛇篭�
根固め�

練石積�
Ｖカット�

春�秋�
H

�
○�
�
�
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�
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�
○�
�
�
�
�
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�
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�
○�
�
�
�
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�
�
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�
�
�
○�

対照区�

春�
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8

�
○�
�
�
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�
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�
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�
�
�
�
◎�
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右�
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左�
岸�

I
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�
�
�
�
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�
�
�
�
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�
�
�
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�
○�
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○�
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◎�
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ど，底生動物相が豊かになる，という2つの仮説を検証
する目的で地点を設定し調査を行った．

i ）については，水生昆虫およびそれ以外の底生無脊
椎動物の生息状況に明瞭な差は見られなかった．強いて
言えば，水生昆虫では蛇篭を施した区域では若干種数が
少ない傾向が見られた．ii ）については先にも述べたよ
うに水生昆虫では施工後の経過時間の最も長い対照区で
最も種数が多かった．しかし，これはこの地点の調査面
積が他地点のほぼ2倍であったことも関係していると思
われる．

2001年度の調査では水生昆虫の確認種数が前年度の2/3

へと大きく減少した．この原因として少なくとも2つの
ことが考えられる．一つ目は物理環境の単調さであろう．
2000年度の調査地点は流れの速い瀬，ほぼ止水的環境の
ワンド（時期によっては溜まり），そして深い淵などが
存在したが，2001年度の地点では物理環境の項目でも明
らかなように，地点間で水深，流速に差がなく，緩やか
な流れが淡々と続いていた．二つ目は水生昆虫の種数が
最も多く，体長が最大となる早春の時期を調査から逸し
てしまったためであろう．特にカゲロウ目は2000年度の
春の調査で6科12種と今年度の2科4種を大きく上回って
いた．
一方，貝類の出現が著しく，特にカワニナ，マシジミ

などは全調査地点で確認され，確認個体数も50前後に上
る地点もあった．これは流路内へツルヨシなどの生育が
拡大し流れが緩慢となり，貝類の生息に好適な環境にな
っていたと考えられる．
今回検証対象とした，法面に施された多自然型川づく

りの工法の違いと施工後の経過時間の違いは，底生動物
の種数および個体数に顕著な差を生み出さないことが示
唆された．
(4) 水質
季節によって窒素やリンの濃度に差があることが確認

されたが，水温が高くなる夏季や，水量が減少する冬季
は調査をしていないため，これらの季節を含めた水質の
季節変化を捉える必要がある．また太田川のような小河
川の水質は生活排水，田畑からの栄養塩の流出，出水な
どの度合いによって随時変動していると推察されるた
め，季節変化に加え，終日の経時変化を把握することも
重要であろう．

2-7 まとめ

2001年度は，護岸に施した多自然型川づくり工法の違
いおよび施工後の経過時間の違いが生物にもたらす影響
について検証調査を行った．

内田　朝子・洲崎　燈子・山本　敏哉・白金　晶子・藤井　泰雄

表18　水質調査結果．�

調査日
時刻
水温 (℃)
pH
電気伝導率 (μS/cm)
濁度 (度)
DO (mg/l)
BOD (mg/l)
PO4 (mg/l)
Org-P (mg/l)
T-P (mg/l)
NO3-N (mg/l)
NO2-N (mg/l)
NH4-N (mg/l)
Org-N (mg/l)
T-N (mg/l)

2001/5/31
15:00

20.2
7.1
114
16

9.07
1.6

0.033
0.042
0.075
0.617
0.022
0.027
0.273
0.939

2001/10/24
17:00

17.4
6.7
99
9

8.48
0.3

0.03
0.009
0.039
0.812

<0.001
0.009
0.342
1.163

図15 河道内における土砂堆積の時間変化模式図．
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を計数した後，現地に再放流した．
(2) 底生動物
採集は手網を用い捕獲した．各地点とも15分×2人の

任意採集を行った．網はD型ネットを用いた．

3-3 調査結果

(1)魚類
採集結果を表20に示した．
・滝川
滝川では各地点ともカワムツとカワヨシノボリが多く

捕獲された．T-1では目視されたカマツカ，ニゴイを含
めると11種の魚類が確認された．T-2は5種，さらに上流
のT-3では人為放流されたと思われるコイ（ニシキゴイ）
を含め6種が確認された．

T-1とそれより上流部では魚類相に大きな差異がみら
れた．T-1は水深に変化があり瀬や淵が存在していた．
また，T-1の約500m下流の巴川から魚類の遡上もあって
魚類相は豊かになっていると推測される．T-1とT-2の間
は天然の巨岩や人工堰などで階段状になっており魚類の
遡上が困難な状況にあった．このことがT-2の魚類相に
反映していると推測される．T-3の護岸は左右とも人工
護岸であるが，河道には土砂の堆積によってツルヨシな
どの草本が生育し魚類の生息場を多様にしていた．
・仁王川
仁王川の調査地点でもカワムツとカワヨシノボリが多

く捕獲された．多自然型川づくり区間のN-1では5種，そ
の対照区とした地点では4種が確認された．
仁王川は下流に王滝渓谷があり巴川からの魚類の遡上

は困難であることから，魚類相も貧弱なものとなってい
る可能性が高い．
(2) 底生動物
各地点の確認種を表21から表22に示した．
・滝川

T-1ではハグロトンボやコヤマトンボなど10種類の水
生昆虫が確認された．T-2およびT-3の確認種はそれぞれ
5種，6種とT-1に比べ少なかった．昆虫以外の底生無脊
椎動物では，各地点ともマシジミやサワガニなどが確認
された．T-1で確認されたモクズガニは上流の地点で確
認されていないことから，滝川の巨石や人工堰により遡
上移動が容易でないことがうかがえる．
・仁王川
多自然型川づくり区間のN-1ではカワトンボの一種や

ダビドサナエなど8種のトンボ類を含む13種が確認され
た．これらのトンボ類は川岸に発達したツルヨシの根元
で確認され，カワトンボの一種は27個体，ダビドサナエ

練石積＋Vカット工法，覆土のみ，蛇篭＋覆土，蛇
篭＋根固＋覆土などの工法別に調査を行い，植物，魚類
および底生動物について比較検討したが，各生物に顕著
な差はみられなかった．
施工後の経過時間については，施工後2年，3年，4年，

10年以上の場所で比較した．植物は10年以上経過した調
査地点の帰化率がやや低かったが，水生動物はほとんど
差がみられなかった．
兵庫県神戸市東灘区を流れる表六甲の典型的な都市河

川である住吉川で，阪神淡路大震災後，河川の震災被害
の改修工事が実施された．工事完了後5年間，生物の回
復状況を調査した事例（調査区は両岸とも低水護岸，低
水敷川幅13m）では，生物相が改修前の状態まで回復し
た時期は，生物量の回復がみられた3年後と判断され，
水辺植物が定着し回復した時期と一致する（下土居，
2002）としている．
住吉川の事例と比較すると，本調査区では施工後の経

過年数と低水路への砂利の堆積量や植物の河床被度に対
応した関係はみられず，工事後速やかに砂利の堆砂，植
物の定着が進行し，それにともなって魚類や底生動物の
回復が図られたのであろう．

3-1 調査概要

3年目の2002年度は川のシステム全体の回復を視野に
入れ，流域の連続性に着目し，太田川の本川である滝川
の水生動物相を調査した．また，近傍に位置する仁王川
の多自然型川づくり区間を調査し，太田川の水生動物相
と比較した．さらに，これらの結果を踏まえ，太田川の
環境整備の今後の課題をまとめた．

3-2 調査場所と調査方法

3-2-1調査場所
調査は滝川の河原橋から滝橋上流約100m付近までの間

（図16）と仁王川の真垣内橋および豊栄橋付近（図17）
でそれぞれ行った．
3-2-2調査方法
調査項目は水生動物（魚類および底生動物）とし，

2002年10月24日に1回行った．
各項目の調査方法は次のとおりである．

(1)魚類
採集は手網を用い捕獲した．各地点とも15分×2人の

作業を行った．捕獲した魚類はその場で種の同定，個体

準用河川太田川自然環境調査報告－多自然型川づくりを用いた河川整備の評価－

3.太田川の多自然型川づくりの評価
（2002年度調査）
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表19　水質調査結果．�

調査河川名　　調査地点　　　　　　　備　　　考

　滝　川　　　Ｔ－1　　　　　　松平中学校前（巴川合流前）
　　　　　　　Ｔ－2 および2’　太田川合流後
　　　　　　　Ｔ－3　　　　　　滝橋付近（太田川合流前）
　仁王川　　　Ｎ－1　　　　　　真垣内橋（多自然型施工区域）
　　　　　　　Ｎ－2　　　　　　豊栄橋付近（2面護岸，N-1の対照）

図16 調査場所（滝川）．

写真16 滝川の段差．

写真14 滝川（T-3）下流から上流

を望む．

写真15 滝川の段差．

写真12 滝川（T-1）上流から下流

を望む．

写真13 滝川（T-2）上流から下流

を望む．

は16個体と個体数も多かった．対
照区のN-2ではトンボ類が5種，カ
ミムラカワゲラの1種の計6種が確
認された．

3-7 考察

太田川の多自然型川づくりの評
価にあたり，滝川との連続性や近
傍の仁王川で行われた多自然型川
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図17 調査場所（仁王川）．

写真19 仁王川（N-2）上流から下流を望む．

写真17 仁王川（N-1）上流から下流を望む． 写真18 仁王川（N-1）下流から上流を望む．

づくり区間と比較検討した．
太田川の魚類相の経年変化を表23，太田川と滝川の魚

類相を表24 ，仁王川と太田川の魚類相を表25 にそれぞ
れ示した．

(1)滝川との連続性
太田川の魚類相を施工前後で比較すると（表23），施

工前（1991年に実施）に確認された魚類数は5種であっ
たが，施工後（2000年と2001年の2年間の結果）は11種
に増加した．
太田川と滝川の魚類相を比較し（表24），太田川と滝

川における魚類の連続性の現状を把握した．滝川の1986

年，1992年の既存資料（梅村，1993）は，T-1とほぼ同
地点での調査結果である．両年の調査回数は異なり，調
査精度は同一とはいえない．太田川の結果としては多自
然型川づくりの施工後に行った4回の調査で確認された
ものを示した．滝川で確認されている魚種のうち，太田
川で確認されなかったのは，アユ，タモロコ，コウライ
モロコ，ニゴイ，ウグイ，ナマズ，ネコギギ，アカザ，
ウナギ，ドンコである．これらの魚種が太田川で確認さ
れなかった要因として次のことがあげられる．
・急勾配の自然地形による遡上阻害
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表20　魚類調査結果．�

コイ（ニシキゴイ）Cyprinus carpio 

オイカワ Zacco platypus 

カワムツ Zacco temminckii 

アブラハヤ Phoxinus lagowskii steindachneri 

タカハヤ Phoxinus oxycephalus jouyi 

カマツカ Pseudogobio esocinus esocinus 

ニゴイ Hemibarbus barbus 

コウライモロコ Squalidus chankaensis 

ドジョウ Misgurnus anguillicaudatus 

シマドジョウ Cobitis biwae 

アユ Plecoglossus altivelis altivelis 

ドンコ Odontobutis obscura 

カワヨシノボリ Rhinogobius flumineus

確認種数

3

60

1

1

○
○

1

1

1

2

45

11

滝　川� 仁王川�
滝　川�種　名　＼　調査地点�

注）○は目視で確認されたことを示す．�

T-1

2

51

2

2

92

5

T-2

20

5

3

25

4

N-1

1

50

9

1

60

5

4

9

301

1

17

3

1

7

1

1

2

372

12

N-2

4

3

120

1

3

150

6

T-3

表21　水生昆虫確認種リスト．�

ｶｹﾞﾛｳ�
　ｺｶｹﾞﾛｳ�
　ﾓﾝｶｹﾞﾛｳ�
　ﾏﾀﾞﾗｶｹﾞﾛｳ�
ﾄﾝﾎﾞ�
　ｶﾜﾄﾝﾎﾞ　�
�
�
　ﾔﾝﾏ�
�
　ｻﾅｴﾄﾝﾎﾞ�
�
�
�
　ｵﾆﾔﾝﾏ�
　ｴｿﾞﾄﾝﾎﾞ�
　ﾄﾝﾎﾞ�
�
ｶﾜｹﾞﾗ�
　ｶﾜｹﾞﾗ�
ｶﾒﾑｼ�
　ｱﾒﾝﾎﾞ�
ｺｳﾁｭｳ�
　ｶﾞﾑｼ�
　ﾋﾒﾄﾞﾛﾑｼ�
　ﾎﾀﾙ�
ﾊｴ�
　ｶﾞｶﾞﾝﾎﾞ�
�
ﾄﾋﾞｹﾗ�
　ｶｸﾂﾂﾄﾋﾞｹﾗ�

�
ﾌﾀﾊﾞｺｶｹﾞﾛｳ　Baetiella japonica
ﾓﾝｶｹﾞﾛｳ　Ephemera strigata
ｱｶﾏﾀﾞﾗｶｹﾞﾛｳ　Uracanthella rufa

ﾊｸﾞﾛﾄﾝﾎﾞ　Calopteryx atrata
ｶﾜﾄﾝﾎﾞ属の1種　Mnais sp.
ｶﾜﾄﾝﾎﾞ属類　Mnais spp.
ｺｼﾎﾞｿﾔﾝﾏ　Boyeria maclachlani
ﾐﾙﾝﾔﾝﾏ　Planaeschna milnei
ﾔﾏｻﾅｴ　Asiagomphus melaenops
ﾀﾞﾋﾞﾄﾞｻﾅｴ　Davidius nanus
ｺｵﾆﾔﾝﾏ　Sieboldius albardae
ｵｼﾞﾛｻﾅｴ　Stylogomphus suzukii
ｵﾆﾔﾝﾏ　Anotogaster sieboldii
ｺﾔﾏﾄﾝﾎﾞ　Macromia amphigena amohigena
ｼｵｶﾗﾄﾝﾎﾞ　Orthetrum albistylum speciosum
ﾄﾝﾎﾞ亜科の1種　Libellulinae gen. sp.

ｶﾐﾑﾗｶﾜｹﾞﾗ　Kamimuria tibialis

ｱﾒﾝﾎﾞ科の1種　Gerridae gen. sp.　

ｶﾞﾑｼ属の1種　Hydrophilus sp.
ﾋﾒﾄﾞﾛﾑｼ科の1種　Elmidae gen. sp.
ﾍｲｹﾎﾞﾀﾙ　Luciora rateralis

ｶﾞｶﾞﾝﾎﾞ属の1種　Tipula sp.
ｶﾞｶﾞﾝﾎﾞ属類　Tipula spp.

ｺｶｸﾂﾂﾄﾋﾞｹﾗ　Goerodes japonicus

52種7目30科
種数�

個体数�

＊種名および種の配列は財団法人リバーフロント整備センター編（2000）に従った．

＊種名および種の配列は財団法人リバーフロント整備センター編（2000）に従った．

目（科）� 種名� 調査地点�

滝川�
T－1

1

5
1

1

4

1

1

1
1

1

10
17

T－2

1

1

2

3
4

T－2'

2
1

1

3
4

T－3

2

1

1

1

1

2

6
8

Ｎ－1
多自然型
川づくり区

2
1

27
1

3
16

8
1
6
5

1

1

1
13
73

N－2
対照区
2面張

1

12

6
6
2

1

1
7

29

仁王川�

表22　水生昆虫以外の底生動物確認種リスト．�

ﾆﾅ�
　ｶﾜﾆﾅ�
ﾏﾙｽﾀﾞﾚｶﾞｲ�
　ｼｼﾞﾐ�
咽蛭�
　ｲｼﾋﾞﾙ�
ﾜﾗｼﾞﾑｼ�
　ﾐｽﾞﾑｼ�
ﾖｺｴﾋﾞ�
　ﾖｺｴﾋﾞ�
ｴﾋﾞ�
　ｲﾜｶﾞﾆ�
　ｻﾜｶﾞﾆ�
　ｱﾒﾘｶｻﾞﾘｶﾞﾆ�

ｶﾜﾆﾅ　Semisulcospira viridis

ﾏｼｼｼﾞﾐ　Corbicula leana

ｼﾏｲｼﾋﾞﾙ　Erpobdella lineata

ﾐｽﾞﾑｼ　Asellus hirgendorfii

ﾆｯﾎﾟﾝﾖｺｴﾋﾞ　Gammarus nipponensis

ﾓｸｽﾞｶﾞﾆ　Eriocheir japonicus
ｻﾜｶﾞﾆ　Geothelphusa debaani
ｱﾒﾘｶｻﾞﾘｶﾞﾆ　Procambarus clarkii

8種6目8科
種数�

個体数�

目（科）� 種名� 調査地点�

滝川�
T－1

5

1

1

1
5

5
13

T－2

2

1

1

3
4

T－2'

2

1

1

3
4

T－3

5

1

6
1
4

13

Ｎ－1
多自然型
川づくり区

11

4

2
15

N－2
対照区
2面張

3

1
3

仁王川�
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表23　太田川多自然型川づくり前後の比較．�

確認種数�

種名�
調査年�

太田川（事前）� 太田川（事前）�
1991

コイ（ニシキゴイ）Cyprinus carpio

ギンブナ Carassius auratus langsdorfii

カワバタモロコ Hemigrammocypris rasborella�
オイカワ Zacco platypus

カワムツ Zacco temminckii

アブラハヤ Phoxinus lagowskii steindachneri

タカハヤ Phoxinus oxycephalus jouyi

カマツカ Pseudogobio esocinus esocinus

ドジョウ Misgurnus anguillicaudatus

シマドジョウ Cobitis biwae

カワヨシノボリ Rhinogobius flumineus

●
●
●

●

●

5

2000

●�
●
●
●
●
●
●
●

●

9

2001

●�

●
●
●
●
●
●
●
●

9

表24　滝川と太田川の魚類相の比較．�

確認種数�

　の魚種は、移動阻害や生息空間の消失などが考えられる．�
＊は本調査以外で確認した．�

種名�
調査年�
調査回数�

滝川� 太田川�

ウナギ Anguilla japonica

コイ（ニシキゴイ）Cyprinus carpio 

ギンブナ Carassius auratus langsdorfii

カワバタモロコ Hemigrammocypris rasborella

オイカワ Zacco platypus

カワムツ Zacco temminckii

アブラハヤ Phoxinus lagowskii steindachneri

タカハヤ Phoxinus oxycephalus jouyi

ウグイ Tribolodon hakonensis

タモロコ Gnathopogon elongatus elongatus

カマツカ Pseudogobio esocinus esocinus

ニゴイ Hemibarbus barbus

スゴモロコ Squalidus chankaensis biwae

コウライモロコ Squalidus chankaensis

ドジョウ Misgurnus anguillicaudatus

シマドジョウ Cobitis biwae

ネコギギ Coreobagrus ichikawai

ナマズ Silurus asotus

アカザ Liobagrus reini

アユ Plecoglossus altivelis altivelis

ドンコ Odontobutis obscura

カワヨシノボリ Odontobutis obscura

2002

�
●
●
●
●

●
●

●*

●
●
●
10

1992

●
●

�
●
●
●

●
●
●
●
●

●

●
●
●
●

●
16

1986
1 452回以上�

●

�
●
●

●
●

●
●
●
●

●
10

2000･2001

●
●
●�
●
●
●
●

●

●
●

●
11

表25　仁王川と太田川の魚類相の比較．�

確認種数�

種名�
調査年�
調査回数�

仁王川�
太田川�

多自然川づくり区�豊栄橋�

ウナギ Anguilla japonica

コイ（ニシキゴイ）Cyprinus carpio 

ギンブナ Carassius auratus langsdorfii

カワバタモロコ Hemigrammocypris rasborella

オイカワ Zacco platypus

カワムツ Zacco temminckii

アブラハヤ Phoxinus lagowskii steindachneri

タカハヤ Phoxinus oxycephalus jouyi

カマツカ Pseudogobio esocinus esocinus

スゴモロコ Squalidus chankaensis biwae

ドジョウ Misgurnus anguillicaudatus

シマドジョウ Cobitis biwae

アカザ Liobagrus reini

アユ Plecoglossus altivelis altivelis

メダカ Oryzias latipes

カワヨシノボリ Odontobutis obscura

2002

�
�
�
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●�
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�
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�
�
�
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�
�
�
●�
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�
�
�
�
�
●�
�
●�
�
�
●�
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�
�
�
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4

1992
1 415

●�
�
�
�
●�
●�
●�
�
●�
●�
●�
�
●�
●�
�
●�
10

1986
2回以上�
●�
�
�
�
●�
●�
�
�
�
�
●�
�
●�
●�
●�
●�
8

2000･2001

�
●�
●�
●�
●�
●�
●�
●�
●�
�
●�
●�
�
�
�
●�
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・人工堰による移動阻害
・河川改修にともなう生息空間の消失
・調査の時期によって偶然に確認されなかった
・太田川のような山間部の小川を本来の生息域としてい
ない
聞き取りの結果，かつて，アカザやカワヨシノボリの

大型個体の生息が確認されていたことから考えると，現
状はこれら底生性の魚種にとっての生息空間が減少もし
くは消失したと推察される．
底生動物の確認状況を表26，表27に示した．太田川で

確認種が多い結果になっているが，滝川および仁王川は
1回の調査結果であるのに対して，太田川では各年2回の
調査結果である．この調査頻度の差も確認種に反映して
いると推察される．太田川ではゲンジボタルの幼虫が確
認されているのに対して，滝川ではヘイケボタルの幼虫
が確認された．今後，調査頻度をあげることによって，
この2種の生息分布が明確になると思われる．
(2) 仁王川との比較
仁王川と太田川の魚類相を表25に示した．ここでも調

査回数や調査時期の違いがあるので単純に比較はできな
いが，仁王川の2002年の確認魚種は多自然型川づくり区
間で5種，対照区（豊栄橋）で4種と，豊栄橋の既存資料
の確認種数（1986年は8種，1992年は10種）と比較する
と貧弱である．一方，太田川では11種が確認されている．
この確認は4回の調査結果によるもので，仁王川の1回の
結果とでは当然差があろう．しかし，仁王川では対照区
でも確認魚種が減少していることから河川改修や2000年
の東海豪雨が魚類相に影響している可能性がある．

4-1 多自然型川づくりによる効果

①開放的な空間，「ふる里の川」的な景観の形成
施工前後の太田川の様子を写真20から写真31に，施工

前に作成された完成予想図を図18（ビオトープ），図19

（Fix point）に示した．
施工前の写真をみると，景観の中に占める水面はほと

んどなく，竹林などが川を覆っていたり垂直なコンクリ
ート護岸が施され，人が川に近づける場所は少なかった
が，改修後は開放的な空間が広がり子供でも容易に水際
に近づける傾斜が確保され親水性が高まっている．また，
予想図と施工後の様子を比べると，予想図に近いふる里
的な小川の景観が形成されたようだ．実際，地元住民へ
の聞き取り調査結果からも「改修後は川がよく見え，散
策スペースができた．川に目が向くようになった」とい

う声があるように，日常に「川」という自然が身近にな
った点で多自然型川づくりの導入の目的は達成されたと
いえよう．
②水生動物の生息環境に与える影響の回避・低減および
早期回復
魚類の変化を施工前後で比較すると，主要種は施工前

後ともカワムツ，オイカワ，アブラハヤ，カワヨシノボ
リと共通していた．捕獲確認種数は施工後で増加してい
るが，施工後にのみ確認された魚種はドジョウ，シマド
ジョウなど生息個体数の少ない種であり，調査頻度を増
したことで確認されたのであろう．このことから，魚類
相は施工前後でほとんど変化していないとみなされる．
施工後の回復状況をみても施工直後の2000年には主要

種を含む8種が確認されていることから，工事による魚
類への影響は小さいといえよう．前述した住吉川では災
害後の河川事業後，生物相が回復するまで3年ぐらいの
時間を要している．近傍の仁王川では河川改修や東海豪
雨の影響が魚類相に影響していると推測されたこれらの
河川と比較すると，太田川における魚類相の早期回復は，
多自然型川づくりを用いたことに加え，魚類に大きな影
響を及ぼさない範囲で工事が進められ，魚類の避難場所
が工事区近隣に確保されたためと推察される．

4-2 多自然型川づくりの課題

①遊びの工夫
・河辺に自然度の高い植物群落を増やす
堤防法面から河床にかけて，石をきっちりと隙間なく

積まない，護岸に支障のない範囲で石が動くようにする，
河道や河床の形を変化させ堆砂しやすいポイントを作る
といった工夫をすることで，植物の定着と群落の発達を
促す効果が期待できるだろう．
・底生魚の生息空間の確保
工事後の調査において，かつて生息していた底生魚の

アカザやカワヨシボリの大型サイズの個体は確認されなか
った．淵の形成や大きな礫を配置するなど底生魚の生息空
間が必要である．攪乱によって淵がより深くなったり，礫
下に空間が生まれるなど，川に「遊び」があって自然に
水生動物の生息空間が形成されていくことが望まれる．
淵を深く改修する必要性は水生動物の生息環境の保全に
あたり，事前調査の結果報告（豊田市・株式会社西日本
科学技術研究所，1992）においても指摘されていた．
・自然に瀬・淵構造が形成されるようにする
河床をコンクリートなどで固定すると，魚類や底生動

物の生息環境としてはマイナス要因になる．河床を固め
ず，川幅を広く取り，自然に瀬・淵構造が形成されると，

4．総合考察
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表26　太田川，滝川および仁王川における水生昆虫の確認種．�

調査地点�
太田川�

2001�
年度�

2000�
年度�

滝川� 仁王川�
種　名�目（科）�
�
ｵｵﾌﾀｵｶｹﾞﾛｳ　Siphlonurus binotatus
ｵｵﾌﾀｵｶｹﾞﾛｳ属の1種　Siphlonurus sp.
ﾌﾀﾊﾞｺｶｹﾞﾛｳ　Baetiella japonica
ｺｶｹﾞﾛｳ属の1種　Baetis sp.
ｺｶｹﾞﾛｳ属類　Baetis spp.
ﾁﾗｶｹﾞﾛｳ　Isonychia japonica
ｷｲﾛｶﾜｶｹﾞﾛｳ　Potamanthodes formosus
ﾌﾀｽｼﾞﾓﾝｶｹﾞﾛｳ　Ephemera japonica
ﾓﾝｶｹﾞﾛｳ　Ephemera strigata
ｸﾛﾏﾀﾞﾗｶｹﾞﾛｳ　Cincticostella nigra
ｵｵﾏﾀﾞﾗｶｹﾞﾛｳ　Drunella basalis
ｴﾗﾌﾞﾀﾏﾀﾞﾗｶｹﾞﾛｳ　Torleya japonica
ｱｶﾏﾀﾞﾗｶｹﾞﾛｳ　Uracanthella rufa
ﾋﾒｶｹﾞﾛｳ属の1種　Caenis sp.
ﾋﾒｶｹﾞﾛｳ属類　Caenis spp.

ﾓﾉｻｼﾄﾝﾎﾞ　Copera annulata
ﾊｸﾞﾛﾄﾝﾎﾞ　Calopteryx atrata
ｶﾜﾄﾝﾎﾞ属の1種　Mnais sp.
ｶﾜﾄﾝﾎﾞ属類　Mnais spp.
ﾏﾙﾀﾝﾔﾝﾏ　Anaciaeschna martini
ｸﾛｽｼﾞｷﾞﾝﾔﾝﾏ　Anax nigrofasciatus nigrofasciatus
ｺｼﾎﾞｿﾔﾝﾏ　Boyeria maclachlani
ﾐﾙﾝﾔﾝﾏ　Planaeschna milnei
ﾔﾏｻﾅｴ　Asiagomphus melaenops
ﾀﾞﾋﾞﾄﾞｻﾅｴ　Davidius nanus
ｵﾅｶﾞｻﾅｴ　Onychogomphus viridicosta
ｺｵﾆﾔﾝﾏ　Sieboldius albardae
ｵｼﾞﾛｻﾅｴ　Stylogomphus suzukii
ｵﾆﾔﾝﾏ　Anotogaster sieboldii
ｺﾔﾏﾄﾝﾎﾞ　Macromia amphigena amohigena
ｼｮｳｼﾞｮｳﾄﾝﾎﾞ　Crocothemis servilia mariannae
ｼｵｶﾗﾄﾝﾎﾞ　Orthetrum albistylum speciosum
ｵｵｼｵｶﾗﾄﾝﾎﾞ　Orthetrum triangulare melania
ｺｼｱｷﾄﾝﾎﾞ　Pseudothemis zonata
ﾄﾝﾎﾞ亜科の1種　Libellulinae gen. sp.
ﾄﾝﾎﾞ科の1種　Libelluidae gen. sp.

ｶﾐﾑﾗｶﾜｹﾞﾗ　Kamimuria tibialis
ﾌﾀﾂﾒｶﾜｹﾞﾗ属の1種　Neoperla sp.

ｱﾒﾝﾎﾞ　Aquarius paludum japonica
ｺｾｱｶｱﾒﾝﾎﾞ　Gerris gracilicornis
ﾋﾒｱﾒﾝﾎﾞ　Gerris latiabdominis
ｼﾏｱﾒﾝﾎﾞ　Metrocoris histrio
ｱﾒﾝﾎﾞ科の1種　Gerridae gen. sp.
ｱﾒﾝﾎﾞ科類　Gerridae gen. spp.
ﾀｲｺｳﾁ　Laccotrephes japonensis
ﾏﾂﾓﾑｼ　Notonecta triguttata

ｶﾞﾑｼ属の1種　Hydrophilus sp.
ｶﾞﾑｼ科の1種　Hydrophilidae gen. sp.
ｶﾞﾑｼ科類　Hydrophilidae gen. spp.
ﾏﾙﾋﾗﾀﾄﾞﾛﾑｼ属の1種　Eubrianax sp.
ｹｽｼﾞﾄﾞﾛﾑｼ　Pseudamophilus japonicus
ｲﾌﾞｼｱｼﾅｶﾞﾄﾞﾛﾑｼ　Stenelmis nipponica
ﾋﾒﾄﾞﾛﾑｼ科の1種　Elmidae gen. sp.
ﾋﾒﾄﾞﾛﾑｼ科類　Elmidae gen. spp.
ｵｹﾞﾝｼﾞﾎﾞﾀﾙ　Luciora cruciata
ﾍｲｹﾎﾞﾀﾙ　Luciora rateralis

ｳｽﾊﾞｶﾞｶﾞﾝﾎﾞ属の1種　Antocha sp.
ｳｽﾊﾞｶﾞｶﾞﾝﾎﾞ属類　Antocha spp.
Brachypremna sp.
ｶﾞｶﾞﾝﾎﾞ属の1種　Tipula sp.
ｶﾞｶﾞﾝﾎﾞ属類　Tipula spp.
ｶﾞｶﾞﾝﾎﾞ科の1種　Tipulidae gen. sp.
ｱｼﾏﾀﾞﾗﾌﾞﾕ属の1種　Simulium sp.
ﾌﾞﾕ科の1種　Simuliidae gen. sp.
ﾕｽﾘｶ科の1種　Chironomidae gen. sp.
ﾕｽﾘｶ科類　Chironomidae gen. spp.

ﾅﾐｺｶﾞﾀｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ　Cheumatopsyche infascia
ｳﾙﾏｰｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ　Hydropsyche orientalis
ﾋﾒﾄﾋﾞｹﾗ属の1種　Hydroptila sp.
ﾑﾗｻｷﾄﾋﾞｹﾗ　Eubasilissa regina
ﾆﾝｷﾞｮｳﾄﾋﾞｹﾗ　Goera japonica
ｺｶｸﾂﾂﾄﾋﾞｹﾗ　Goerodes japonicus
ｺｶｸﾂﾂﾄﾋﾞｹﾗ属の1種　Goerodes sp.
ｾﾄﾄﾋﾞｹﾗ属の1種　Setodes sp.
ｾﾝｶｲﾄﾋﾞｹﾗ属の1種　Triaenodes sp.

ｶｹﾞﾛｳ�
　ﾌﾀｵｶｹﾞﾛｳ�
�
　ｺｶｹﾞﾛｳ�
�
�
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36合計種数
＊種名および種の配列は財団法人リバーフロント整備センター編（2000）に従った．

7目32科 75種�
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表27　太田川，滝川および仁王川における水生昆虫以外の底生無脊椎動物確認種．�

調査地点�
太田川�

2001
年度

2000
年度

滝川� 仁王川�
種　名�目（科）�

ﾏﾙﾀﾆｼ　Cipangopaludina chinensis 
ｶﾜﾆﾅ　Semisulcospira viridis 
 
ﾋﾒﾓﾉｱﾗｶﾞｲ　Austropeplea viridis 
ﾓﾉｱﾗｶﾞｲ　Lymnaea japonica 
ｻｶﾏｷｶﾞｲ　Physa acuta 
ﾋﾗﾏｷﾐｽﾞﾏｲﾏｲ　Gyraulus chinensis 
ﾋﾗﾏｷｶﾞｲﾓﾄﾞｷ　Polypylis hemisphaerula
ﾋﾗﾏｷｶﾞｲ科類　Planorbidae gen spp. 
 
ﾏｼｼﾞﾐ　Corbicula leana 
 
ｲﾄﾐﾐｽﾞ科の1種　Tubificidae gen. sp. 
ｲﾄﾐﾐｽﾞ科類　Tubificidae gen. spp. 
 
ﾊﾊﾞﾋﾛﾋﾞﾙ　Glossiphonia lata 
ｸﾞﾛｼﾌｫﾆ科の1種　Glossiphonidae gen. sp. 
ｸﾞﾛｼﾌｫﾆ科類　Glossiphonidae gen. spp. 
 
ｼﾏｲｼﾋﾞﾙ　Erpobdella lineata 
ﾅﾐｲｼﾋﾞﾙ　Erpobdella octoculata 
ｲｼﾋﾞﾙ科の1種　Erpobdellidae gen. sp. 
ｲｼﾋﾞﾙ科類　Erpobdellidae gen. spp. 
 
ﾐｽﾞﾑｼ　Asellus hirgendorfii 
 
ﾆｯﾎﾟﾝﾖｺｴﾋﾞ　Gammarus nipponensis 
 
ﾓｸｽﾞｶﾞﾆ　Eriocheir japonicus 
ｻﾜｶﾞﾆ　Geothelphusa debaani 
ｱﾒﾘｶｻﾞﾘｶﾞﾆ　Procambarus clarkii 

ﾆﾅ�
　ﾀﾆｼ�
　ｶﾜﾆﾅ�
ﾓﾉｱﾗｶﾞｲ�
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�
　ｻｶﾏｷｶﾞｲ�
　ﾋﾗﾏｷｶﾞｲ�
�
�
ﾏﾙｽﾀﾞﾚｶﾞｲ�
　ｼｼﾞﾐ�
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写真20 水制工施工前（1993年撮影）．

写真21 水制工施工後（2000年4月撮影）．

写真22 床止工施工前（1993年撮影）．

写真23 床止工施工後（2000年4月撮影）．
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写真24 ビオトープ施工前（1995年撮影）．

写真25 ビオトープ施工後（2000年10月撮影）．

写真26 Fix point 施工前（1996年撮影）．

写真27 Fix point 施工後（2000年10月撮影）．

図18 完成予想図（ビオトープ）． 図19 完成予想図（Fix point）．
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写真30 1999年度施工区の施工前の様子1999年．

写真31 同上施工後の様子（2001年10月撮影）．

写真28 1999年度施工区の施工前の様子（1997年撮影）．

写真29 同上施工後の様子（2001年10月撮影）．

水生動物の生息環境がより良好になるであろう．
②生物の生息環境に配慮した工事後の管理
多自然型川づくりは工事が終了した時点で完成するの

ではなく，その後の継続的な管理によってゆっくり完成
させていく手法である．したがって，工事終了後の管理
についても，生物の多様性をまもる方法（例えば，陸上
植物の帰化率が高い場合は，草刈りの時期や場所を選ぶ，
帰化植物だけを選択的に抜き取る．魚類の人為放流の禁
止など）を考慮し，地域の特性や住民の希望も含めた上
で十分に検討する必要がある．
③工事前後の調査手法
適切な事後評価を行うには，工事前後で調査手法を統

一することが重要である．そのためには事前に工事の影
響の予測を十分行い，調査対象項目の選定と調査手法の
検討が必要とされるであろう．
また，住民参加型のモニタリングを進めるには，良好

な河川環境の指標となる種の選定が必要である．太田川
における指標種として，本調査においても確認された清
澄な砂礫底に生息するシマドジョウ（梅村，2004）を候
補としてあげたい．

本報告は豊田市と豊田市矢作川研究所が2000年度から
2002年度の3年間に行った準用河川太田川自然環境調査
の結果を取りまとめたものである．本報告の取りまとめ
を進めるに当たって，豊田市河川課の方々には施工状況
を説明していただいたほか，地図や写真などを提供して
いただいた．施工当時，担当をされていた八木重善氏
（現，豊田市都市整備部）には，改修前の現況写真につ
いてご説明をいただいた．聞き取り調査に快くご協力い
ただいた地元の太田川河川愛護会（会長平松清文氏）の
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みなさんには，日々の活動内容や太田川の昔の様子など
について教えていただいた．また，豊田市宝町在住の中
根耕造氏には太田川の魚類相についてご助言をいただい
た．これらの方々に心よりお礼申し上げます．
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